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第１章 調査研究事業の概要 

1.調査研究の背景と狙い 

世界に類を見ない高齢化が進む我が国において、認知症の人にどの様に対応し、どの様

に支援していくかは極めて重要な課題である。 

認知症の人は増加してきただけでなく将来的には更なる増加が見込まれており、それに

伴い精神科病院に入院する認知症の人も増えているが、入院する認知症の人の中には、居

宅や通所・施設での介護サービス等の支援環境があれば、必ずしも入院しなくても地域社

会で生活できる人が少なからず含まれているのではないかと考えられている。 

厚生労働省では「認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域

の良い環境で暮らし続けることができる社会の実現」※を目指しており、こうした「条件さ

え整えば入院をしなくてもよい人」は、できる限り地域で暮らせることが望まれる。この

ような人々が入院することなく地域で生活することができれば、認知症の人自身の生活へ

の満足度が向上するだけでなく、住み慣れた環境で過ごすことは認知症の治療上も有益と

され、さらには限りある医療資源の有効活用にもつながるものと考えられる。 

厚生労働省の「認知症施策推進 5 か年計画（オレンジプラン）」では、平成 25～29 年度

の計画として、「1.標準的な認知症ケアパスの作成・普及」「2.早期診断・早期対応」「3.

地域での生活を支える医療サービスの構築」「4.地域での生活を支える介護サービスの構

築」「5.地域での日常生活・家族の支援の強化」「6.若年性認知症施策の強化」「7.医療・介

護サービスを担う人材の育成」という 7 つの取組の柱を立て、それぞれに具体的な数値目

標等を掲げて、推進することとしている。このうち「3.地域での生活を支える医療サービ

スの構築」では、「精神科病院に入院が必要な状態像の明確化」として、平成 24年度以降、

調査研究を実施することとなっており、平成 24 年度より老人保健健康増進等事業にて調査

研究に着手した。 

平成 24年度からの調査研究事業では、医療関係者と介護関係者との間で認識を共有でき

るような「認知症の人のうち精神科病院への入院が必要な病態像」及び「認知症の人の地

域・在宅生活継続を可能とするための支援条件および家庭環境状況」の明確化に向け、関

係の有識者や医療・介護従事者等から成る研究会を立ち上げ、議論を深めた。研究会にお

ける積極的な議論を通じ、まずは問題意識や目指すべきゴール（精神科病院に入院が必要

な認知症の人の病態像の明確化）を共有した上で、ゴールに向けて今後検討・整理してい

くべき点（取り纏めの道筋）が明確化された。 

平成 25 年度は、平成 24 年度の研究成果（論点整理）を踏まえつつ、新たに各論点につ

いて研究会等にて議論・検討し、医療関係者と介護関係者で認識を共有できるような「認

知症の人のうち精神科病院への入院が必要な病態像」及び「認知症の人の地域・在宅生活

継続を可能とするための支援条件および家庭環境状況」のとりまとめを目指すこととなっ

た。 

 

                         
※ 厚生労働省認知症施策検討プロジェクトチーム「今後の認知症施策の方向性について（平成 24 年 6月 18日）」p.2【今後目指すべき基本目標

－「ケアの流れ」を変える－】 
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2.調査研究のねらい 

2.1.問題意識 

認知症の人のうちどのような人に精神科病院への入院が必要（あるいは不要）なのか、

また退院可能（もしくは不可能）かという判断は、入院せずに（あるいは退院後に）受け

られる支援等を含めた社会的要素も含め、現在は精神科医が判断しているものと想定され

る。 

地域で暮らせる状況かどうかを考慮し、入退院の判断を行うためには、介護側や家族等

との連携・情報共有が望まれる。 

そのためには、どのような状態であれば入院が必要（あるいは不要）なのかという、医

療関係者と介護関係者の双方が認識を共有できるものさしが必要となる。 

 

2.2.問題意識に基づく、本調査研究のねらい 

1 に示したように、「認知症施策推進 5 か年計画（オレンジプラン）」において調査研究

の実施が計画されていたことから、老人保健健康増進等事業の公募テーマとなった。 

2.1 に示した問題意識を踏まえ、本調査研究では認知症の人が、できる限り地域での生

活を継続していけるようにするため、認知症の人の精神科病院への入院の実態について把

握すると共に、これら実態等を踏まえ医療関係者と介護関係者で認識を共有できるような

「精神科病院への入院治療が必要な状態」及び「できる限り住み慣れた地域で暮らし続け

るための条件」を明確化することを主なねらいとした。 
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3.事業内容 

3.1.研究会 

(1) 研究会による検討の推進 

「精神科病院に入院が必要な認知症の人の判断基準（＝どのような状態の人は入院

が必要なのか）」の明確化には、純粋な医学的判断だけではなく、地域で受け止められ

る環境・状態等の社会環境要因にも左右されることから、精神科医だけではなく訪問

診療を行う一般の医師等の医療関係者に加え、介護関係者との認識の共有が不可欠で

ある。 

このため、医療関係者や医学系学会の代表者等のみならず、介護側の関係者、患者

や家族の関係者、有識者等を含めた多様なメンバーが一堂に会する場を設け、問題意

識や目指すべきゴール（精神科病院に入院が必要な認知症の人の状態の明確化）の共

有と、それらを踏まえた積極的な議論により検討・整理を進める方法が最適かつ必要

であると考え、各界を代表する関係者を委員とする研究会での議論・検討を通じ成果

をとりまとめる方法を採ることとした。 

 

(2) 研究会の設置準備 

(1)を踏まえ、研究会の趣旨・委員構成等を設計し、各委員との日程調整等の設置準

備を進めた。 

会場や設備等の手配にあたっては、本調査研究が多くの国民の関心事でもあり、オ

ープンな場で議論し整理していくことが望ましい姿であることから、研究会を傍聴可

とし、報道関係者や本調査研究テーマに関心を持つ一般の方においても討議に触れら

れるよう図った。このため、研究会の開催については弊社ホームページや厚生労働省

内の記者クラブへの投げ込み等により広く告知し、傍聴受付手続を弊社ホームページ

にて実施した。 

 

(3) 研究会の検討内容設計 

設計にあたっては、今年度議論すべき点及び議論のゴールの想定、そして調査研究

事業の期間内での研究会の開催可能回数、等を総合的に勘案した。 

各委員による報告を通じた委員間の知見共有に加え、研究会の場に参考人を招請し、

認知症の人に対する外来・入院医療や訪問医療、専門性を備えた看護や専門的看護人

材の育成等、現場の最新の情報の共有も図った。 

 

(4) 資料準備 

(3)の設計に基づき、当日用いる資料構成を設計し、各委員や参考人への資料作成依

頼を含めて配布資料を準備した。情報や知見を共有し議論を行うための材料という観

点から、資料は可能な限り簡潔にまとめることを前提とし、委員や参考人からの報告

についても同様の要領で依頼した。 

 

(5) 研究会の開催 

(3)に示した設計に沿って研究会を開催し、座長・副座長の的確な進行により、多く

の委員から活発なご意見・ご指摘・ご提案等が挙がった。 
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また、委員や参考人からの報告にはいずれも貴重で有用な情報や知見に富んでおり、

報告に対して多くの質疑や意見交換が行われた。 

 

3.2.作業部会 

(1) 作業部会設置による検討の推進 

研究会は、各界の関係者を網羅した結果、委員数が 18 名と多数になり、「どのよう

な人は精神科病院への入院が必要なのか」という入院が必要な状態の明確化というテ

ーマを、大人数の研究会では議論・整理が難しいと考えられたこと、またテーマの性

格上、まずは医学的・専門的見地からの検討をベースとして、研究会にて各委員の知

見・経験等からの意見を反映していく進め方が、時間が限られる中では最も適当と考

えられたことから、研究会委員のうち専門性を有する委員等を中心とした少人数メン

バーで議論し案をまとめる作業部会を別途設置した。 

 

(2) 作業部会の開催 

作業部会では主に、以下に示すアンケート調査の実施方法の検討（調査票の設計、

調査要領の検討 等）、アンケート調査結果のとりまとめ方法と調査結果を踏まえた「精

神科病院への入院が必要な人の状態」について討議や個別の意見収集等を行った。 

 

3.3.アンケート調査 

(1) アンケート調査の趣旨・目的 

精神科病院への入院医療が必要な認知症の人の状態の明確化にあたっては、医学的

な観点（自傷他害の恐れ・重い BPSD等）に加え、送り出す側（家族・地域・介護施設

等）がどこまでなら（入院ではなく）対応できるのかの観点も必要とされた。 

そのため、受入側（精神科病院）と送り出す側双方の観点から、作業部会で議論・

整理するための基礎データとして、精神科病院への入院患者の入院時点の状態を双方

の立場から把握し比較するために、アンケート調査を実施した。 

 

(2) アンケートの概要 

1）調査名 精神科病院に入院する認知症の人の状態等に関するアンケート調査 

2）調査期間 平成 25年 10月 12日（土）～平成 25年 12月 11日（水） 

3）調査対象・方法 医療側・介護側それぞれに同じ質問を実施（回答を比較す

るため） 

紙の調査票を郵送し、FAX・郵便等で返送頂く 

介護側は、回答対象者の有無を確認する一次スクリーニン

グを行った上で、対象者の居る事業所のみに実査 
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調査対象者 対象施設・事業所の数 発送・回収方法

医療
側

全国の認知症治療病棟を有する
精神科病院に入院する患者（過去
３ヶ月：平成25年7～9月の間の入
院）

 406 事務局より対象病院へ依頼、
事務局へ調査票を返送

介護
側

介護施設(特別養護老人ホーム・
グループホーム・介護老人保健施
設・小規模多機能居宅介護事業
者)から、精神科病院に入院となっ
ていた患者（過去1年：平成24年10
月～平成25年9月の間の入院）

特別養護老人ホーム：
206

介護老人保健施設：782
グループホーム：172
小規模多機能型居宅介
護事業者：74

第1段階（各団体が対象者の
いる事業所を把握）：各団体
より各事業所へ依頼、各団体
へ結果を返送

第2段階：事務局より対象者
のいる事業所へ依頼、事務局
へ調査票を返送

自宅から精神科病院に入院となっ
ていた患者（過去1年：平成24年10
月～平成25年9月の間の入院）

ケアマネージャー：108

 
 

4）調査内容 医療側（精神科病院）19 問 22項目 

 介護側（施設・事業所）19問 23項目（医療側にない入院回数の項

目を含む） 

 

5）回答状況 合計 4,829件の回答が得られた。内訳は次の通り。 

対象施設
(発送日順)

配布数(施設・事業
所)

回収数

うち該当
者無し
（第2段階
で判明）

施設・事業所

患者
回収率(%)

1 精神科病院 406 0 92 22.7 3,540

2 介護老人保健施設 782 2 381 48.8 811

3 グループホーム 172 5 115 68.9 154

4 小規模多機能型居宅介護事業者 74 3 34 47.9 45

5 特別養護老人ホーム 206 1 119 58.0 165

6 ケアマネジャー 108 4 93 89.4 114

合計 1,748 15 834 48.1 4,829
 

 

3.4.結果のとりまとめ、情報公開 

(1) 結果のとりまとめ 

第 1～4回の研究会や、作業部会での議論、アンケート調査結果等を踏まえ、研究会

の成果としてとりまとめ案を事務局にて作成、研究会（第 5、6回）での討議や、研究

会の前後での各委員への意見照会を通じてブラッシュアップした（第 3章参照）。 

 

(2) 情報公開 

3.1.(2)の考え方に基づき、課題・論点・成果等を関係の方々、一般の方々と広く共

有するため、傍聴できなかった方々向けに弊社ホームページにて会議資料を公開。 

また、とりまとめた結果についても、弊社ホームページにて公開を予定。 
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設計・準備 

4.実施経過 

3に示した内容を、次のスケジュールで実施した。 

 

 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

研究会 

 

        

作業部
会 

         

アンケ
ート調
査 

         

とりま
とめ・
報告書
作成 

         

 

●第１回 

●第２回 

●第３回 

●第４回 

●第５回 

●第６回 

●第１回 ●第２回 

とりまとめ・報告書作成・印刷 

集計・分析 
発送・回収 

研究会委員への

依頼・日程調整 

調査設計・関係者調整 
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5.研究体制 

5.1.研究会 

(1) 委員(五十音順 敬称略) 

氏名 所属団体 備考 

新井 平伊 公益社団法人 日本老年精神医学会  

石田 光広 （稲城市役所）※ 自治体関係有識者 

大内 尉義 一般社団法人 日本老年医学会  

大島 伸一 独立行政法人 国立長寿医療研究センター 座長 

河﨑 茂子 公益社団法人 日本認知症グループホーム協会  

鴻江 圭子 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会  

齋藤 訓子 一般社団法人 全国訪問看護事業協会  

助川 未枝保 一般社団法人 日本介護支援専門員協会  

高杉 敬久 公益社団法人 日本医師会 第 3回より 

髙見 国生 公益社団法人 認知症の人と家族の会  

筒井 孝子 （国立保健医療科学院）※ 学識者 

内藤 圭之 公益社団法人 全国老人保健施設協会  

新田 國夫 一般社団法人 全国在宅療養支援診療所連絡会  

野澤 和弘 （株式会社 毎日新聞社）※ 報道関係有識者 

松谷 有希雄 国立保健医療科学院 副座長 

三上 裕司 公益社団法人 日本医師会 第 2回まで 

宮島 渡 全国小規模多機能居宅介護事業者連絡会  

森 啓 日本認知症学会  

山崎 學 公益社団法人 日本精神科病院協会  

 

(2) 参考人(五十音順 敬称略) 

氏名 所属団体 備考 

上野 秀樹 社会福祉法人ロザリオの聖母会海上寮療養所 第 4回 

小川 朝生 独立行政法人国立がん研究センター東病院 第 2回 

加藤 滋代 学校法人藤田学園 藤田保健衛生大学病院 第 2回 

島橋 誠 公益社団法人 日本看護協会看護研修学校 第 2回 

渕野 勝弘 公益社団法人 日本精神科病院協会 第 2回 

 

(3) オブザーバ 

氏名 所属 

原 勝則 厚生労働省老健局長 

三浦 公嗣 厚生労働省認知症施策総合調整官・大臣官房技術総括審議官 

北島 智子 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 精神・障害保健課長 

勝又 浜子 厚生労働省老健局高齢者支援課 認知症・虐待防止対策推進室長 

 

                         
※ 所属団体に（ ）がついている方は、その団体からの代表としての委員ではなく、個人有識者として委員を委嘱 
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5.2.作業部会(五十音順 敬称略) 

氏名 所属団体 備考 

新井 平伊 公益社団法人 日本老年精神医学会  

大内 尉義 一般社団法人 日本老年医学会  

助川 未枝保 一般社団法人 日本介護支援専門員協会  

野澤 和弘 （株式会社 毎日新聞社）  

松谷 有希雄 国立保健医療科学院 部会長 

森 啓 日本認知症学会  

渕野 勝弘 公益社団法人 日本精神科病院協会  

 

5.3.事務局・調査研究実施機関 

株式会社富士通総研 
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第２章 実施結果 

1.研究会・作業部会 

研究会・作業部会は以下の日程で開催した。討議内容については資料編(研究会資料)

を参照されたい。 

 

(1) 研究会 

回 開催日時 会場 議事 

1 平成 25年 

9月 9日 

18:00～20:00 

アルカディア市ヶ谷 

鳳凰の間 

1. これまでの整理と今後の進め方につ

いて 

2. 議論の出発点となるデータ・実態の

把握 

3. 認知症の人の精神科病院への入院の

実態について 

2 平成 25年 

10月 18日 

10:00～12:00 

アルカディア市ヶ谷 

大雪の間 

1. 議論の出発点となるデータ・実態の

把握（その２） 

2. 認知症の人の受療環境 

3. その他 

3 平成 25年 

12月 6日 

10:00～12:00 

アルカディア市ヶ谷 

穂高の間 

1. 在宅生活を支える地域の体制の確立 

2. その他 

4 平成 25年 

12月 25日 

10:00～12:00 

アルカディア市ヶ谷 

鳳凰の間 

1. 在宅生活を行う場合に必要な医療 

2. 精神科病院への入院治療が必要な認

知症の人の状態 

5 平成 26年 

2月 21日 

9:00～11:00 

アルカディア市ヶ谷 

阿蘇の間 

1. これまでの議論の整理 

2. その他 

6 平成 26年 

3月 12日 

16:00～18:00 

全国町村会館 

ホール A 

1. 研究会報告書(案) 

 

(2) 作業部会 

回 開催日時 会場 議事 

1 平成 25年 

9月 25日 

17:00～19:00 

富士通総研 

中会議室 

1. 作業部会の進め方等の確認 

2. アンケート調査について（調査票・

調査方法等） 

2 平成 25年 

12月 4日 

10:00～12:00 

富士通総研 

中会議室 

1. アンケート調査結果(速報値)の確認 

2. 入院が必要な認知症の人の状態につ

いて 
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2.アンケート調査 

2.1.調査概要 

(1) アンケート調査の趣旨・目的（再掲） 

精神科病院への入院医療が必要な認知症の人の状態の明確化にあたっては、医学的

な見地からの基準設定（自傷他害の恐れ・重い BPSD 等）に加え、送り出す側（家族・

地域・介護施設等）がどこまでなら（入院ではなく）対応できるのかの観点も必要と

された。 

そのため、作業部会で議論・整理するための基礎データとして、受入側（精神科病

院）と送り出す側双方の観点から、精神科病院への入院患者の入院時点の状態を把握

し比較するために、アンケート調査を実施した。 

 

(2) アンケートの概要（再掲） 

1）調査名 精神科病院に入院する認知症の人の状態等に関するアンケート調査 

2）調査期間 平成 25年 10月 12日（土）～平成 25年 12月 11日（水） 

3）調査対象・方法 医療側・介護側それぞれに同じ質問を実施（回答を比較す

るため） 

紙の調査票を郵送し、FAX・郵便等で返送頂く 

介護側は、回答対象者の有無を確認する一次スクリーニン

グを行った上で、対象者の居る事業所のみに実査 

調査対象者 対象施設・事業所の数 発送・回収方法

医療
側

全国の認知症治療病棟を有する
精神科病院に入院する患者（過去
３ヶ月：平成25年7～9月の間の入
院）

 406 事務局より対象病院へ依頼、
事務局へ調査票を返送

介護
側

介護施設(特別養護老人ホーム・
グループホーム・介護老人保健施
設・小規模多機能居宅介護事業
者)から、精神科病院に入院となっ
ていた患者（過去1年：平成24年10
月～平成25年9月の間の入院）

特別養護老人ホーム：
206

介護老人保健施設：782
グループホーム：172
小規模多機能型居宅介
護事業者：74

第1段階（各団体が対象者の
いる事業所を把握）：各団体
より各事業所へ依頼、各団体
へ結果を返送

第2段階：事務局より対象者
のいる事業所へ依頼、事務局
へ調査票を返送

自宅から精神科病院に入院となっ
ていた患者（過去1年：平成24年10
月～平成25年9月の間の入院）

ケアマネージャー：108

 
4）回答状況 合計 4,829件の回答が得られた。内訳は次の通り。 

対象施設
(発送日順)

配布数(施設・事業
所)

回収数

うち該当
者無し
（第2段階
で判明）

施設・事業所

患者
回収率(%)

1 精神科病院 406 0 92 22.7 3,540

2 介護老人保健施設 782 2 381 48.8 811

3 グループホーム 172 5 115 68.9 154

4 小規模多機能型居宅介護事業者 74 3 34 47.9 45

5 特別養護老人ホーム 206 1 119 58.0 165

6 ケアマネジャー 108 4 93 89.4 114

合計 1,748 15 834 48.1 4,829
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5）調査内容 医療側（精神科病院）19 問 22項目 

 介護側（施設・事業所）19問 23項目（医療側にない入院回数の項

目を含む） 

 

Q 項目 回答方式 備考 

- 記載者の職種 単一選択  

1 入院日・回数 数値回答 入院回数は介護側のみ 

2 退院日 

単一選択 

「1.退院済」を選択時のみ、退院日を

数値回答 

3 性別  

4 年齢（入院時）  

5 市区町村（患者の居住地） 文字回答 都道府県／市区町村別に記入 

6 認知症の診断名 
単一選択 

混合型の場合には複数回答 

7 入院形態  

8 入院希望者 複数選択  

9 入院前の居所 

単一選択 

医療機関で一般病床の場合、選択し

た病床の入院期間を数値回答 

10 認知症高齢者の日常生活自立度  

11 障害高齢者日常生活自立度  

12 要介護度  

13 入院前のかかりつけ医の有無  

14 入院前に利用していた主なサービス 複数選択  

15 入院理由 
制限複数

選択 

上位 3つまで順位づけ 

身体合併症は該当傷病区分も選択 

16 
入院の必要性に関する本人の理

解・同意能力 
単一選択  

17 認知症の重症度（入院時） 数値回答 
ステージ 6か 7の場合、該当する特徴

を全て選択 

18 認知症の周辺症状（入院時） 複数選択  

19 BPSD の程度（入院時） 単一選択 
有無、重症度、負担度でそれぞれ選

択 
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2.2.集計 

(1) 集計方針・内容 

1）項目の追加・自動計算 

回答項目にない以下の項目をデータとして追加した。 

① 施設種別 

② 回答事業所 ID 

③ 回答 ID 

④ 回答受領日 

⑤ アンケート調査票発送日（施設種別） 

⑥ 入院日と退院日の差による入院日数の計算 

（入院継続中の場合は⑤を基準日とし、⑤と入院日の差により算出） 

2）異常回答の点検・クリーニング 

 単一選択の設問における複数回答は無回答扱いとした。 

3）単純集計 

議論による整理のベースとなるデータであること、短期間で結果を出す必要がある

ことから、単純集計を基本とし、入院患者の状態に関する各項目（診断名・NPI・

FAST等）において、結果のバラつきの有無や程度を把握することを中心に実施。 

 

Q 項目 単純集計内容 

 回答 ID[※追加]  回答患者数 

 施設種別  施設種別での回答患者数分布 

 回答事業所 ID  回答施設数（種別） 

 施設種別での回収率 

 回答受領日[※追加]  

 記載者の職種  職種別での記載者数分布 

1 入院日 ・

回数 

入院日  年月別での回答患者数分布 

入院回数  回数別での回答患者数分布※介護側のみ調査 

2 退院日 退院の有無  退院の有無別での回答患者数分布 

退院日  年月別での回答患者数分布 

2-2 入院日数[※追加]  日数別での回答患者数分布 ※階層分け 

 平均入院日数 

3 性別  男女別での回答患者数分布 

4 年齢(入院時)  年齢階層別での回答患者数分布 

5 市区町村 都道府県  都道府県別での回答患者数分布 

市区町村  

6 認知症の診断名  診断名別での回答患者数分布 

※複数選択は混合型として分布を見る 

 混合型の内訳、組み合わせの内訳 

7 入院形態  入院形態別での回答患者数分布 

8 入院希望者  入院希望者数の分布（各入院希望者数の、全回答

患者数に占める割合） 

 入院希望者の選択数の分布、平均選択数 

 単一選択回答のみの、入院希望者数の分布 
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Q 項目 単純集計内容 

9 入院前の

居所 

居所  個々の居所の分布 

 大カテゴリ(自宅・施設等・医療機関・その他)での居

所の分布 

一般病床の診療科  診療科の分布 

入院期間  日数別での回答患者数分布 ※階層分け 

 平均入院期間 

10 認知症高齢者の日常生活自立

度 

 自立度別での回答患者数分布 

11 障害高齢者日常生活自立度  自立度別での回答患者数分布 

12 要介護度  要介護度別での回答患者数分布 

13 入院前のかかりつけ医の有無  かかりつけ医の有無別での回答患者数分布 

14 入院前に利用していた主なサ

ービス 

 サービス数の分布（各サービス選択数の、全回答

患者数に占める割合） 

 サービスの選択数の分布、平均選択数 

 医療保険のみ、介護保険のみ、両方利用の分布 

15 入院理由  1～3 位をまとめての、理由の分布（各理由の選択

数の、全回答患者数に占める割合） 

 順位別での、理由の分布（同上） 

 理由の選択数の分布、平均選択数 

 選択肢 11(身体合併症)の枝問 a～dの分布 

16 入院の理解・同意能力  能力の有無別での回答患者数分布 

17 認知症の

重症度 (入

院時) 

ステージ  ステージ別での回答患者数分布 

FAST における特

徴 

 特徴別での回答患者数分布 

 特徴の選択数の分布、平均選択数 

18 認知症の周辺症状(入院時)   症状別での回答患者数分布 

 症状の選択数の分布、平均選択数 

19 BPSD の程度(入院時)  項目別での「あり」の発生率 

 各項目の、なし/重症度/負担度の分布(全回答患

者数に占める割合・構成比） 

19-1 総重症度[※追加]  総重症度別での回答患者数分布（※階層分け) 

19-2 総負担度[※追加]  総負担度別での回答患者数分布（※階層分け) 

 

4）クロス集計 

実態把握において重要と考えられる、以下の 3種類の群間比較を中心に実施。 

医療側-介護側  病院回答⇔病院以外の回答 

入院理由別 医療的要因による入院群⇔非医療的要因による入院群 

入院期間別 短期入院群⇔長期入院群 

 

(2) 結果データの活用 

集計結果は、「精神科病院への入院が必要な状態」を検討する際の議論の参考として

の利用や、具体的な状態の例示に向けた案文作成の参考とした。 

また、集計結果から、入院の実態が明らかになったことから、研究会の報告書（第

3章）に活用した。 
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第３章 まとめ 

1.議論の前提・問題意識 

平成 24 年版の高齢社会白書によると、我が国の高齢化率は 23.3％で世界一となってお

り、平成 35 年には 30％を超えると予想されている。認知症の危険因子として加齢の影響

は強いと考えられ、認知症は今後増加し続けることが想定される。世界で類を見ないペー

スで高齢化が進む我が国において、認知症の人にどのように対応し、どのように支援して

いくかは極めて重要な課題である。 

介護保険データをもとに平成 22年の「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者

数を推計すると約 280万人となり、平成 37年にはこれが約 470万人になると予想されてい

る*1。一方、「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅰ以下を含め、我が国の認知症高齢者数を

把握するために厚生労働科学研究費によって平成 21 年度から 24 年まで行われた調査によ

ると、我が国の高齢者の認知症有病率は 15％、平成 22年時点で約 439万人と推計された*2。

また、正常でも認知症でもない軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment: MCI）の人は

13％、約 380 万人と推計された。MCI の人は必ずしも全ての人が認知症になるわけではな

いが、認知症に移行する人の存在を考慮すれば、今後認知症の人は更に増加すると予想さ

れる。 

認知症の人の増加に伴い、精神科病院に入院する認知症の人も増加が予想される。認知

症の人の入院に関して、平成 23年に「新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チ

ーム（第 2ラウンド：認知症と精神科医療）」のとりまとめ（以下「第 2ラウンドのとりま

とめ」という）の公表が行われ、その中では、認知症治療病棟に入院中の患者の 50％が退

院できるまでの期間を、平成 32年度までに、現状の約 6ヶ月から 2ヶ月とするという目標

が定められている。また、精神科医療の役割を明確化するとともに、退院可能と判断され

る認知症の人が住み慣れた地域の生活の場で暮らせるようにするための取組等が示されて

いる。これらを踏まえ、平成 24年に「認知症施策推進 5か年計画（いわゆる「オレンジプ

ラン」）が公表され、平成 25年度以降このプランに沿った施策が進められている。 

第 2 ラウンドのとりまとめに示されたデータによれば、認知症の人の入院に関して、主

治医に対するアンケートでは「居住先・支援が整えば、退院可能性がある」との回答は 6

割であり、在宅や通所、施設での介護サービスや医療サービス等の支援があれば、必ずし

も入院をしなくても地域社会で生活できる人がいると示されている。このような「条件さ

え整えば精神科への入院をしなくても良い人」が長期に入院することなく地域で生活する

ことができれば、認知症の人自身の生活への満足度が向上するだけでなく、入院に伴うリ

ロケーションダメージの軽減、さらには限りある医療資源の有効活用にもつながるものと

考えられる。 

そのためには、①認知症の人のうち、どのような状態の人に精神科病院への入院が必要

なのか、また②できる限り住み慣れた地域で暮らし続けるためにはどのような支援環境等

が必要なのか、が明確化されることが重要であり、かつそれらは医療関係者と介護関係者

との間で認識を共有できるものでなければならない。 

本研究会では、①②の明確化に向け、認知症に関係する、医療・介護に係わる関係団体

                         
*1 厚生労働省平成 24年 8 月公表「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数について 
*2 「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」平成 25 年報告 
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の代表者や有識者等が一堂に会し、認知症の人の精神科病院への入院という点を主要な論

点として、6回にわたり、精力的に議論・検討を進めた。 
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2.精神科病院への入院治療が必要な状態とは 

2.1.入院の実態 

(1) 入院に関する規定 

認知症を含む精神科医療においては、患者本人が病識を欠くことがあり、症状によっ

ては本人の意思に反したり行動を制限したりする必要があることから、精神保健及び精

神障害者福祉に関する法律（昭和 25年法律第 123号。以下「精神保健福祉法」という）

に基づき、人権に配慮して処遇することが定められている。 

そのため、精神保健福祉法に基づく医療保護入院、措置入院、応急入院では、精神症

状等の入院の要件を満たし、かつ、精神保健指定医による診察が必須となっている。 

 

(2) 入院の現状 

本研究会における検討の中では、認知症の人について、精神症状の強い処遇困難事例

があり、居宅や介護施設等から精神科病院に入院する事例のうち、家族の介護が限界に

達した場合や、精神科救急への搬送患者といった重症の人も増えているとの意見があっ

た。 

また、身体合併症を診ることが期待される地域の基幹的な総合病院や一般病院におい

て、治療すべき身体疾患があったとしても、認知症があるということを理由に精神科病

院に認知症の人を転院させるようなことも起こっているとの意見があった。 

一方、入院しなくても、生活の場において生活支援等により適切に対応していくこと

で行動・心理症状も治まり「住み慣れた地域で最期まで暮らせる」ことを成功させてい

る地域についての報告もあり、こうしたことから、精神科病院に入院している認知症の

人の状態は、家族・事業所・施設・地域の介護スキルや、周囲の環境等、複数の要因に

よって大きく異なると考えられた。 

精神科病院への入院が必要な認知症の人の状態、認知症の人が住み慣れた地域で暮ら

し続けるために必要な支援環境、双方がいかなるものであるかについて、医療関係者と

介護関係者との間で認識の共有を図るために、本研究会では、認知症治療病棟を有する

精神科病院を主な対象とする、「精神科病院に入院する認知症の人の状態等に関するア

ンケート調査*3（以下「アンケート調査」という）」を行った。 

この調査の結果、入院した認知症の人（n=4,829）に関して、医療側（全国の認知症

治療病棟を有する精神科病院からの回答:n=3,540）と介護側（精神科病院に入院した人

がいる特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、グループホーム、小規模多機能型居宅

介護、介護支援専門員それぞれの各事業所からの回答:n=1,289）との比較をした結果、

認知症の診断名、入院形態、入院希望者、認知症高齢者の日常生活自立度、障害高齢者

日常生活自立度、要介護度、入院前のかかりつけ医の有無、入院理由、入院の理解・同

意能力、FAST*4 を用いた認知症の重症度、認知症の周辺症状、行動・心理症状の程度

(NPI-Q)*5 において、有意な差が示された（表 1）。このアンケート調査は、医療側と介

                         
*3 精神科病院に入院している（いた）認知症の人の、入院時点の状態等について、全国の認知症治療病棟を有する精神科病院（これを医療側と

する）や、精神科病院に入院した人がいる介護施設・事業所（これを介護側とする）（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、グループホーム、

小規模多機能、居宅介護支援事業所）に調査票を郵送。入院した認知症の人 4,829件分の回答が平成 24年 10～12 月に集まった。回答のう

ち 3,540 件が精神科病院からの回答となった。詳細は後方に掲載の資料にある「アンケートの概要」を参照のこと。 
*4 Functional Assessment Staging Test（アルツハイマー病の代表的な重症度に関するアセスメントツール） 
*5 Neuropsychiatric Inventory-Brief Questionnaire Form (家族介護者の介護負担の程度に関する評価尺度) 
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護側が同一の認知症の人に対して行った調査ではないため、その解釈には慎重さが必要

であり、一概に結論づけることはできないことに留意が必要であるが、介護側が、入院

前には、より重症の人に対応している可能性が示された（図 1、2）。また、医療側と介

護側の間で、認知症の人の様々な面において、認識や捉え方に差がある可能性が考えら

れた。 

また、入院理由が、「行動・心理症状の増悪」「薬剤の調整」「診断を確定するため」

「中核症状の進行」「身体合併症の治療のため」といった医療的な要因のみに限られて

いた人は 27.8％、これらの理由がひとつも挙げられていない人が 4.4％であった（図 3）。

前者を医療的な要因により入院となった「医療的入院群」、後者を非医療的な要因によ

り入院となった「非医療的入院群」と便宜上定義し、両群の比較を行った（医療的な必

要性があって入院した人が 27.8％である、という意味ではないことに注意が必要であ

る。ここでの定義は、議論を明確にし、統計的な処理を行うための便宜上の概念であり、

実際のところアンケート調査では、66.9％と大半の人が両方の理由が複合して入院とな

っている）。 

どのような状態の人に精神科病院への入院が必要なのか、という問題に対して医学的

にはどのように判断されているかという点を明らかにするため、特に医療側からの回答

(n=3,540)に着目して、両群(医療的入院: n=774、非医療的入院：n=189)を比較した結

果をみたところ、入院前の居所、認知症高齢者の日常生活自立度、要介護度、入院前に

利用していた主なサービス、入院の理解・同意能力、行動・心理症状のいくつかの項目

において、有意な違いが認められた（表 2）。 

非医療的入院群では、入院前の居所に関して、自宅で、かつ、独居の人が 14.3％と

医療的入院群の 10.2％と比して高く、また施設等の人は 16.4％と医療的入院群の

26.9％と比して低い割合を示していた（図 4）。日常生活自立度、要介護度に関しては、

いずれも非医療的入院群では医療的入院群と比較すると軽度な傾向を示していた（図

5,6）。加えて、非医療的入院群では重度認知症デイケアや精神科訪問看護等の精神医療

に関するサービスや介護保険サービスを利用していない人の割合が 47.6％と医療的入

院群の 30.6％と比して高く（図 7）、入院の必要性を理解し同意する能力を有する人の

割合も 31.2％と医療的入院群の 15.8％に比して高かった（図 8）。 

行動・心理症状の程度（NPI-Q）に関しては次段(3)入院理由、において改めて記載す

るが、多くの項目において症状がない、もしくは重度でないとする人の割合が非医療的

入院群において高いことが示された（表 3、表 4、図 9、図 10）。 

 

(3) 入院理由 

アンケート調査からは、入院に至った理由（複数回答可）の一つとして、「行動・心

理症状の増悪」は約 8 割において挙げられていたが、「介護者の事情（家庭・地域・施

設で対応困難）」や「家族の疲弊」もそれぞれ約 4割、約 3割で挙げられていた（図 11）。 

「医療的入院群」「非医療的入院群」の両群を比較すると、行動・心理症状の有無に

着目した場合、両群の間で興奮、易怒性、妄想、無関心、脱抑制、幻覚、異常行動、う

つ、不安の項目で有意な差が認められた（表 3）。すなわち、「医療的入院群」に比較す

ると、「非医療的入院群」においては、これらの症状が発症していた割合は、興奮では

78.0％対 55.6％、易怒性では 69.0％対 42.9％、妄想では 57.6％対 31.7％、無関心で

は 55.3％対 36.5％、脱抑制は 50.6％対 25.4％、幻覚では 44.8％対 18.5％、異常行動

で 44.7％対 21.2％、うつで 34.5％対 24.9％、不安で 32.9％対 24.9％となり、医療的
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入院群が非医療的入院群よりも有意に高かった（図 9）。またこれらの症状の中で、妄

想と幻覚、興奮と脱抑制・易怒性、うつと不安、それぞれにおいて相関が認められた（表

5）。 

 

(4) 入院日数 

精神科病院には、認知症治療病棟の他にも様々な機能を有する病棟があるが、我が国

の患者調査では、これらを分類した調査が実施されておらず、また、それぞれの国によ

って認知症の人の受け入れ機関等の概念が異なること、我が国で行われている患者調査

では、OECD*6 が定めた平均在院日数の定義に即してデータを収集していないことなどか

ら、入院日数に関する国際比較は困難である。 

平成 23 年の患者調査では、精神病床に入院するアルツハイマー病の人のうち、地域

での受け入れ条件が整えば退院可能と考えられる人の平均在院日数は 782.5 日であり、

精神病床に入院するアルツハイマー病の人全体の平均在院日数（290日）の約 2.7倍で

あった（図 12）。 

アンケート調査からは、入院日数 90 日以内の認知症の人が 26.3％、120 日以内が

32.6％を占める一方、361日以上の人が 29.2％を占めており、短期間で退院している群

と、長期に入院をしている群との、二峰性があることが示された（図 13）。入院期間に

影響を与える要因を探索するため、医療側の回答から、入院期間が 31日から 90日であ

る短期入院群(n=666)と 361日から 730日である長期入院群(n=490)の 2群を抽出し、比

較を行った。なお、ここで、短期入院群から 30 日未満を除いた理由は、入院直後の群

は最終的に短期となるか長期となるかが不明な例が含まれること、また長期入院群から

731 日以上を除いた理由は、そのうちの一部に入院期間が 10 年を越える例があり、こ

の場合には、該当する方が、入院以前に受給可能であった医療・介護サービスが短期入

院群とは異なる可能性があるためである。 

両群を比較した結果、性別、認知症の診断名、入院希望者、入院前の居所、認知症高

齢者の日常生活自立度、障害高齢者日常生活自立度、要介護度、入院前のかかりつけ医

の有無、入院前に利用していた主なサービス、FAST による認知症の重症度（入院時）、

認知症の周辺症状の一部において有意な差が認められた（表 6）。 

長期入院群は、短期入院群に比して、女性の比率が 59.6％対 50.8％と高く（図 14）、

認知症の診断名については、「血管性認知症」が 15.5％対 9.3％と多く（図 15）、入院

希望者については、「介護職」が 8.4％対 16.8％と少なく（図 16）、入院前の居所につ

いては、「施設等」が 18.6％対 29.1％と少なく（図 17）、入院前のかかりつけ医の有無

については、「なし」が 18.2％対 13.5％と多かった（図 18）。入院前に利用していた主

なサービスについては、「医療保険・介護保険両方なし」が 41.0％対 24.6％と多かった

（図 19）。FASTによる認知症の重症度に関しては、長期入院群が短期入院群に比してス

テージ７で 18.4％対 13.1％と多かった（図 20）。入院期間と認知症の程度との関係を

調べるため、全例に対して、FASTによる重症度、行動・心理症状の程度(NPI-Q)による

総重症度・総負担度と入院期間に関して相関の検定を行ったが（全体(n=4,829)、医療

側(n=3,540)、介護側(n=1,289)）、いずれも相関係数が 0.1 以下であるなど、有意な相

関は認めなかった（表 7）。図 17において、長期入院群では、入院前の居所が「施設」

                         
*6 経済協力開発機構（Organization for Economic Co-operation and Development）先進国間の自由な意見交換・情報交換を通じて、1)経済成長、

2)貿易自由化、3)途上国支援に貢献することを目的としている。 
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である割合が短期入院群に比して低かったことから、医療側全例において、入院前の居

所別に入院期間を検討すると、結果、入院前の居所が施設である場合、その他の居所で

ある場合に比較して有意に入院期間が短かった（図 21）。 

以上のアンケート調査を総合すると、まず、医療側と介護側の間において、認識や捉

え方に差がある可能性が考えられ、今後は認識を共有していくことが望ましいと考えら

れた。また、介護側の回答において、行動・心理症状の程度(NPI-Q)による重症度と負

担度が、医療側の回答に比較して、総得点が高いことからは、介護関連施設は、より症

状の重い認知症の人に対応していると考えることもできるものの、症状に対する両者の

評価に違いがある可能性も考えられた。 

本アンケート調査において、医療的な理由ではなく入院となったと考えられる群の特

徴として、認知症の状態や介護の状態は比較的軽く、自宅に独りで暮らし、医療や介護

のサービスを利用していない、というようなことが示されていた。また、入院期間に関

して、一般に認知症治療病棟では、概ね速やかに退院に結びついているのではないかと

考えられるが、29.2％の入院が 361日以上にわたり、退院できない群があることが示さ

れた。また、入院期間の長短と認知症の重症度(FAST)、行動・心理症状の程度(NPI-Q)

の総重症度・総負担度には相関はないものの、認知症の重症度(FAST)におけるステージ

7（非常に高度の認知機能低下）の方が長期入院群に多かった。また、かかりつけ医が

ない場合、あるいは、医療・介護などのサービスに結びついていない場合には、長期の

入院となっている可能性が示された（図 18、19、20）。 

長期入院となる場合に影響を与える因子は、医学的な認知症の程度だけではなく、医

療・介護サービスの利用や、かかりつけ医の有無などといった地域の生活環境にもある

可能性が示されていると考えられる。認知症の人の入院に関しては、医療的な支援も重

要であるが、住環境や介護による生活支援等の果たす役割は大きく、適切な介護サービ

ス等の支援により、医療的な理由ではない入院や長期の入院を回避できる可能性が示さ

れていると考えられた。 

平成 24年に策定された「精神疾患の医療体制の構築に係る指針」*7において、地域で

精神医療が実施される体制を構築するための目標として、「認知症の行動・心理症状で

入院が必要な場合でも、できる限り短い期間での退院を目指すために、ある月に新たに

精神科病院に入院した認知症の人（認知症治療病棟に入院した患者）のうち、50％が退

院できるまでの期間を平成 32 年度までに 2 ヵ月（現在は 6 ヵ月）とできるよう体制を

整備すること」としている。本指針に沿って、都道府県は、認知症の退院患者平均在院

日数や、認知症新規入院患者 2ヶ月目以内退院率等の現状を把握・分析し、地域の実情

に応じて圏域や数値目標の設定を行い、施策・事業について医療計画に記載し、良質か

つ適切な医療を効率的に提供する体制を構築し、医療計画をより一層有効に機能させて

いくことが求められている。 

なお、都道府県が策定する医療計画と介護保険事業支援計画については、今後一体的

に進める必要があるとされていることから、今後は認知症の人の入院と退院に際しては、

地域における支援体制の整備を積極的に推進していくこと等が必要である。 

 

                         
*7 医政指発 1009第 1 号、障精発 1009第 1 号、老高発 1009第 2 号 



 

-20- 

2.2.入院が必要な状態 

(1) 入院のあり方 

本研究会では、認知症の人の入院においては、行動・心理症状が大きな要因を占め、

その際、家族は限界まで疲弊してから認知症の人を入院させることがあるため、入院し、

行動・心理症状が緩和されても在宅復帰を尻込みし、結果として入院が長期化する負の

連鎖があることが議論された。これに関して、オレンジプランにおいては、標準的な認

知症ケアパスの作成・普及を取組の筆頭にあげている。このケアパスの考え方が普及す

ることによって、認知症の人やその家族は、認知症と疑われる症状が発生した時から生

活機能障害が進行していく中で、その進行状況に合わせて、いつ、どこで、どのように

医療や介護サービスへアクセスし、どのような支援を受けることができるのかを、早め

に理解することが可能になると考えられている。このようなパスが地域に浸透していく

ことによって、認知症の人が、安全・安心な生活が送れるようになることが期待される

と同時に、早期・事前的な対応を行うことで、危機の発生を防ぎ、入院が必要な状態に

至らなくなると考えられる。 

行動・心理症状への対応に関しては、必ずしも入院治療が必要なわけではなく、研究

会においても、まず薬物治療でなく、家族や環境といった点に関する包括的なアプロー

チを試みることが望ましいが、行動・心理症状の大変な時期等には、入院が必要となる

との意見があった。但し、入院が必要な時期は一時的であることから、入院した場合で

も早期かつ円滑に退院できることが重要であるとの意見があった。 

従って、精神科病院における認知症の人の入院に関しては、その必要性を見極めた上

で、標準化された高度な専門的医療サービスを短期的・集中的に提供する場とし、長期

的・継続的な生活支援サービスを提供する介護サービス事業所や施設と、適切に役割分

担がなされることが望まれる。 

 

(2) 入院が必要な状態の整理の考え方 

これまで述べたように、認知症の人が精神科病院に入院する際には、多くの場合、行

動・心理症状に対する緊急的・短期的な治療がその目的となり、そのような場合の入院

に関しては精神保健福祉法に基づき、医学的な判断により行われている。しかし、行動・

心理症状については、必ずしも入院が必要というものではなく、家族や環境といった面

の整備を行うことで、住み慣れた地域での生活が継続可能となる、という本研究会の議

論を踏まえれば、将来的には地域環境や介護体制の整備によって、入院しなくてもよい

認知症の人の割合は増加すると考えられる。 

また、今回のアンケート調査で、精神科病院への入院の理由の多くに、行動・心理症

状の増悪が認められた一方、家族や介護者の事情等も少なからず理由に挙げられていた。

後者の理由は、家族の介護力、必要なサービス支援、受け皿の不足等を解決していき、

今後、地域での生活を実現できるような条件を整えることで、入院には結びつかなくな

ると考えられる。 

従って、入院が必要な状態については、必須となる地域での基盤づくり等の整備を前

提として、将来に向けては、行動・心理症状の増悪等の医療的な理由に収斂し、医療的

な理由の場合にも、家族支援や環境の整備を進めていくことで、その対象はより収斂し

ていくものと考えられる。 

とはいえ、現行では、介護力、サービス支援、受け皿等は地域による差異が大きく、
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入院が必要な状態を一律に明確化することは困難である。だが将来に向けて、医療関係

者・介護関係者等の間で、認識を共有することが重要であることから、次に示すような

整理を行った。 

 

(3) 入院が必要な状態 

(2)に示したように、認知症の人の精神科病院への入院は、医学的な治療を目的とし

たものへと収斂していくと考えられる。 

その上で、本研究会における整理としては、アンケート調査による入院理由に関する

結果（上述 2.1.(3)）をもとに、認知症の人の精神科病院への入院が必要な状態とは、

精神保健福祉法に則って、精神障害のために自身を傷つけ又は他人に害を及ぼすおそれ

があると認められる場合に加えて、 

（Ⅰ）妄想（被害妄想など）や幻覚（幻視、幻聴など）が目立つ 

（Ⅱ）些細なことで怒りだし、暴力などの興奮行動につながる 

（Ⅲ）落ち込みや不安・苛立ちが目立つ 

上記のいずれか一つもしくは複数に該当することにより、本人および家族など介護者の

生活（睡眠・摂食・就労など）等が阻害され、認知症を専門とする医師による入院医療

が必要とされる場合、例えば、非薬物的療法では改善がみられない、拒薬や治療拒否が

ある、薬剤調整が必要である、などの場合であると考えた。 

また、精神症状と身体疾患を合併し、入院治療を必要とする場合においては、より緊

急性の高い症状に対する治療を優先するべきであるが、そうした場合においても、各々

の専門科による連携の下で、その判断がなされることが望まれる。 

なお、将来的には地域環境や介護体制の整備によって、入院はいっそう収斂していく

ものと考えられることから、今後も引き続き、検討を重ねていくべきである。 
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3.できる限り住み慣れた地域で暮らし続けるための条件とは 

認知症の人が、精神科病院への入院が必要な状態になったとしても、一定の入院期間の

後に、退院し、退院後にもできる限り住み慣れた地域で暮らし続けるためには、地域にお

いて、次のような環境を整える必要がある。 

○ 地域での生活を支え、介護を支援する医療の体制 

○ 身体合併症に対する医療体制 

○ 地域での生活を支える介護体制 

 

 

3.1.地域での生活を支え、介護を支援する医療の体制 

(1) 診断・相談等への対応 

介護現場の能力を高め、介護で対応できる範囲を広げるためには、精神科や老年科等

の専門科による、医療の専門性を活かした介護事業所等への後方支援が不可欠である。 

具体的には、精神科病院等が介護事業所等と連携する、あるいは地域のネットワーク

に加わり、介護職員や家族、認知症の専門科ではない一般診療科の医師等からの相談に

専門的な助言を行ったり、通院や往診（通院困難な場合）等により適切な診断・治療を

行ったりすることが必要である。このためにも、精神科医療は、機能や体制が、具体的

に「見える化」され、地域から見て、一層身近で気軽に頼れるような存在となっていく

ことが求められる。 

また、一般的には認知症を専門としない精神科医が多いことから、介護事業所等への

後方支援体制の整備に向けては、認知症を専門とする精神科医を増やすことも必要とな

る。 

 

(2) 標準的な認知症の治療内容の広報・普及 

研究会で議論を進める中で、精神科病院において、認知症の人にどのような治療を行

っているのかを明らかにする必要があるという指摘があったことから、委員から、急性

期認知症入院クリニカルパス*8 が紹介され、入院日数の短縮や医療費の適正化といった

導入効果があることが示された。また、「かかりつけ医のための BPSD に対応する向精神

薬使用ガイドライン*9」も出され、認知症の治療の標準化の試みがなされている。 

しかしながら、このような精神科病院における認知症の人への標準的な治療内容（ク

リニカルパスやガイドライン）は、患者・家族や認知症を専門としない医療関係者には

あまり知られておらず、今後は、全国の精神科病院への普及や、精神科の入院治療内容

が一般の人から見て、具体的に理解され易くするような取組を進めていく必要がある。 

 

                         
*8 クリニカルパスとは、患者状態と診療行為の目標、および評価・記録を含む標準診療計画であり、標準からの偏位を分析することで医療の質を

改善する手法（日本クリニカルパス学会 HP より）、クリティカルパスともいう。 
*9 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業「認知症、特に BPSD への適切な薬物使用に関するガイドライン作成に

関する研究」 
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(3) 早期診断・早期対応の体制への積極的関与 

オレンジプランでは、「早期からの適切なアセスメントによるケアの提供、家族への

支援があれば、自宅で生活を送り続けることができる」認知症の人について言及してお

り、早期の適切な診断や、その後の適切な対応のために、「認知症初期集中支援チーム」

「認知症地域支援推進員」を設置する等、地域における認知症施策の体制構築を目指し

ている。このため、平成 27 年度から介護保険法における地域支援事業の包括的支援事

業にこれらを位置づけ、平成 30 年度には全ての市町村で実施することを内容とする改

正法案が、平成 26 年度通常国会に提出されている。また、基幹型・地域型・診療所型

の各認知症疾患医療センターを整備していくこととされている。 

これらを実現していくためには、各地域のかかりつけ医、認知症サポート医等と共に、

精神科・老年科等の認知症を専門とする医師も、それら体制の整備に積極的に関わって

いく必要がある。 

 

(4) 退院支援 

一時的に入院が必要となった場合でも、症状が緩和され次第、できる限り早期に退院

し、地域にスムーズに戻ることが望まれる。平成 26 年度の診療報酬改定においても、

早期回復を図るため、認知症患者リハビリテーション料が新設され、重度認知症加算に

ついても、算定期間を 3か月から 1か月に短縮した上で、100点から 300点へと、評価

の充実がなされている。 

また、精神科病院に入院している患者の地域生活への移行を促進するため、平成 26

年 4月施行の改正精神保健福祉法では、精神科病院の管理者に、 

ア 医療保護入院者の退院後の生活環境に関する相談及び指導を行う退院後生活環

境相談員を設置すること 

イ 医療保護入院者本人又はその家族等に対して、これらの者からの相談に応じ必要

な情報提供等を行う地域援助事業者を紹介すること 

ウ 医療保護入院者の入院の必要性等について審議する医療保護入院者退院支援委

員会を設置すること 

を義務付けることとしており、認知症の人の一層の退院促進が期待される（イの措置に

ついては努力義務）。 

加えて、入院時から介護支援専門員等と連携し退院計画の作成や退院調整等を進め、

退院支援・地域連携クリティカルパス*10等を活用することにより、入院時から退院を見

越した支援を組み入れることや、精神科病院と自宅では療養環境に大きなギャップがあ

り、症状が落ち着いたままで維持できるように、直接自宅に戻るだけではなく、試験外

泊や退院当日に訪問看護を利用する等、病院と地域のギャップを埋めるような支援体制

も必要である。 

 

                         
*10 退院支援・地域連携クリティカルパス：入院初期の段階から予め、急性期の診療計画と併せて退院後の連携機関における診療計画を作成して

おくことにより、円滑な退院を促し、入院期間を短縮する効果があるとされている。 



 

-24- 

(5) アウトリーチ（訪問）の拡大 

研究会において、居宅や施設への精神科医のアウトリーチは、入院によるリロケーシ

ョンダメージを最小化できることから、精神症状の発現をかなり抑えられるという報告

があった。また、精神症状が落ち着けば、通常の外来受診が可能になるだけでなく、医

療関係者が地域に出ることで民生委員・行政・老人クラブ等といった地域の関係者との

ネットワークが作り易くなるというメリットもあることから、精神科医のアウトリーチ

の拡大が望まれる*11。 

なお、平成 26 年度診療報酬改定において、精神疾患患者の地域生活への移行や地域

定着を促進するために、長期入院後の退院患者や入退院を繰り返す、病状が不安定な患

者に対する多職種チームによる在宅医療を評価するとともに、精神疾患患者の在宅医療

の特性を勘案し、長時間の在宅診療の評価を充実させる等の観点から、精神科重症患者

早期集中支援管理料が新設される等の見直しが行われている。研究会では、今後は実効

性をさらに高めていく必要性があるのではないか、との意見もあった。 

また、研究会において、認知症の診断・治療を専門的に行える精神科医はかなり少数

であり、アウトリーチを行う精神科医は更に少ないという意見があった。アウトリーチ

のスキルは必ずしも特殊・複雑なものではないという意見もあり、今後、全国でアウト

リーチを行う精神科医を増やしていくためにも、支援・促進策の更なる検討が必要であ

る。 

 

3.2.身体合併症に対する医療体制 

(1) 現状・課題 

身体合併症の悪化は、認知症の症状も悪化させうることから、適切な医学的管理が必

要である。しかしながら、認知症を専門とはしていない医師による薬剤の利用に起因し

て認知症の症状が悪化する場合があること、身体拘束が行われる場合があること、認知

症に不慣れなため対応が困難となり、認知症があるだけで身体疾患の治療を行わず、精

神科病院に送ってしまうこと等、によって、身体合併症がさらに悪化する等の課題があ

ることが議論された。 

 

(2) 精神科リエゾン 

身体合併症を伴う認知症への対応には、身体疾患の治療と並行・連携して、認知症の

専門科による認知症への対応が必要となる。 

研究会において、内科等の一般診療科と精神科を併せ持つ医療機関では院内で治療を

完結できる環境があるにもかかわらず、診療科間の連携が課題となっているケースが少

なくないことや、この解決策として、精神科医が院内他科へのリエゾンを行ったり、看

護師等も含む多職種での連携等により、認知症の早期診断と適切な対応を可能とする仕

組みについて報告があった。一方、精神科を持たない医療機関においては、精神科を標

榜する医療機関と連携することで、上記と同様に、同機関の精神科医（サポート医）に

                         
*11例えば、平成 23～25年度精神障害者アウトリーチ推進事業実施要綱においては、支援対象者に認知症による周辺症状(BPSD)がある者

及びその疑いのある者があげられており、またアウトリーチチーム体制の整備に関して、地域生活を定着させるために支援対象者の

状態に応じた医療面・生活面の支援等必要な支援が適切に提供される体制として、精神科医 1名と、保健師、看護師、精神保健福祉

士、作業療法士のいずれかの職員が 1名以上、臨床心理技術者、相談支援専門員等の専門職等から構成する多職種による支援体制（ア

ウトリーチチーム）を整備すること、保健所や精神保健福祉センターはアウトリーチを実施する事業者等に対し、支援のために必要

となる情報の提供等必要な協力を積極的に行うこと、とされている。 
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よる相談・支援体制の整備を可能とする仕組み*12があるため、今後これらの体制の更な

る整備等によって、身体合併症を伴う認知症への対応が適切になされることが望まれる。 

こういった体制の整備により、身体合併症を持つ認知症の人に対する医療体制が、一

般診療科、老年科や精神科等といった専門科、看護、介護を含めた包括的なアプローチ

となっていくことが望まれる。 

 

(3) 医師や看護師等への研修 

研究会において、一般の医療機関の職員やかかりつけ医等、認知症を専門としない医

療従事者の一部において、認知症に対する知識の不足や、認知症の人への対応に不慣れ

なために、早期診断・早期対応が十分になされていない可能性が指摘された。 

例えば、日本看護協会の認知症看護認定看護師の養成・配置は僅かであり*13、一般の

医療機関の看護師は認知症の人への対応は十分とはいえず、対応困難となった場合に、

精神科病院への転院を余儀なくされているケースもあることが報告された。 

認知症の人が、一般の医療機関やかかりつけ医等で適切に受療できる体制をつくって

いくためには、医療従事者に対する研修や認知症対応マニュアルの作成・配布等を通じ、

地域での対応能力の底上げを図っていく必要がある。なお、オレンジプランにおいては、

平成 29 年度末までに「かかりつけ医認知症対応力向上研修」、「認知症サポート医養成

研修」、「一般病院勤務の医療従事者に対する認知症対応力向上研修」の受講者数をそれ

ぞれ、50,000人、4,000 人、87,000人とすることを具体的な目標に掲げている。 

 

3.3.地域での生活を支える介護体制 

(1) 介護の専門性・質の向上 

精神科病院への入院の主要因は行動・心理症状の増悪のためであるが、それは介護の

不十分さに起因することも少なくない。オレンジプランにおいても、「これまで認知症

の人に対するケアは、個人的な経験に依拠していたり、サービス種類別に個別に行われ

ていたりする傾向にあり、認知症の人の生活全体を支える視点が不足していた」と問題

点として挙げている。認知症の人の介護を行うことが、その介護者にとって負担となり

認知症の人と家族や介護者等との関係性に悪影響を与えることもある。よって、適切な

介護サービスを利用することにより、介護者の負担が軽減されることで、結果として、

地域での生活の継続が可能となると考えられる。 

また、行動・心理症状が出現していても、基本的には、まずは、生活環境を考慮し、

地域の社会資源による（介護の専門性を発揮した）環境調整を行うことや、日常生活支

援等を行い、また、認知症短期集中リハビリテーション等の認知症の専門医や認知症看

護認定看護師等による適切な支援がなされることで、非薬物療法による症状の緩和が可

能となることもある。 

このようなことから、介護事業所等（施設・居宅）の職員は、行動・心理症状につい

て、その特徴や機序等の知識を獲得するとともに、適切な対応に関する知識や技能を高

め、介護の専門性・質を向上させていくことが必要である。具体的には、精神科等専門

科の支援を受け、介護職員への研修（チーム研修等）や行動・心理症状への適切な対応

の実践等を積み重ねていくことが求められる。また介護の専門性・質は、入院前や退院

                         
*12 精神科救急医療体制整備事業における縦列モデル 
*13 2013年 1 月末日現在 343 名（日本看護協会ホームページより） 
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後に限るものではなく、入院中においても求められるところであり、専門性を活かした

介護から医療に対する積極的な連携等も望まれるところである。 

その上で、専門性の高い介護と、一般診療科、老年科や精神科といった専門科等によ

る、包括的アプローチを行い、それぞれの間で認識を共有することが望ましい。 

 

(2) 早期対応が可能な体制 

オレンジプランに述べられているように、認知症の人が、重症化し対応困難にならな

いためには早期診断・早期対応が重要なことから、介護の場（居宅、施設等）における、

かかりつけ医や施設職員等の医療従事者による早期診断・早期対応が可能な体制づくり

が必要である。行動・心理症状に対して、全てを介護の現場で対応するのは困難であり、

また必要な治療の遅延をきたす場合もあるため、地域での生活を支える介護体制には、

精神科医療等専門科の後方支援や連携が不可欠である。 

また、認知症の症状のうち、家族や介護側は行動として表面に現れる症状に着目しが

ちであるが、認知症の専門科においては、行動には現れにくいような中核症状にも注目

し判断していることもあり、早期対応のためには、両者が適宜情報を共有できるような

環境が重要である。 

 

(3) 地域移行・居宅復帰の支援 

精神科病院へ一時的に入院しても早期に退院し、地域や居宅に戻るためには、入院時

から退院時を見据え、医療モデルから生活支援モデルへの転換を行っていくことが必要

と考えられる。このためには、介護支援専門員等が精神科病院と連携し十分な情報共有、

調整、ケアプランの提案等を行うとともに、行動・心理症状の憎悪によって入院した場

合に、具体的にどこまで症状が緩和すれば生活支援モデルに移行できるのか、社会的な

問題をどのように明確化していくのか、といった点に関して医療・介護全体で取り組む

必要がある。 

また、先に「地域での生活を支え、介護を支援する医療の体制」で述べたように、精

神科病院と在宅とのギャップを埋めるような支援体制等も地域で用意する必要がある。 

 

(4) 家族への支援 

精神科病院への入院に至った理由の一つとして、本研究会のアンケート調査結果では、

「家族の疲弊」は約 3割で挙げられており、本人を支える家族が疲弊しないよう、家族

そのものに着目した支援も地域に必要である。 

具体的な支援体制として、レスパイトのためのショートステイが可能な介護施設等の

確保、家族教育等による症状への対処法等のノウハウの提供、医療や介護の専門家によ

る様々な相談への対応（出張相談会等）、同じ悩みを持つ人たちが話し合える機会づく

り等が考えられる。 

 

(5) 地域づくり 

研究会において、定期巡回・随時対応型訪問介護看護や複合型サービスのような介護

サービスと地域の力がかみ合い、居宅生活を可能とした例の紹介があった。認知症の人

が、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けるためには、医療、介護といった各々の面

だけではなく、「地域づくり」といった視点が重要であるという意見が多く出された。

オレンジプランでは「認知症施策の推進にあたっては、住民にとって最も身近な基礎的



 

-27- 

自治体である市町村の果たすべき役割は大きい。高齢者の数や地域ごとの特性等に応じ

て各地域で、認知症の人への支援体制が構築されることが重要である。その積極的な取

組と国や都道府県からの支援が必要である。」としており、各自治体等行政機関の重要

性について述べられている。また、地域住民が認知症を理解し、対応する力をつけるこ

とにより、認知症の人を地域全体で支える体制づくりも必要である。認知症の人への地

域づくりは「まちづくり」であるとともに、住民や自治体、事業者等における「ひとづ

くり」でもあり、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供され、住民主体

のサービスやボランティア活動など、家族・親族、地域の人々等の間のインフォーマル

な助け合いである「互助」の取組を積極的に進め、「地域包括ケアシステム」を構築し

ていくことが必要である。 

研究会では、地域は均一ではなく、地方と都市部で大きく差がある中、また世帯構造

が変化している中、それぞれの地域の限界には差が大きく、どのように地域での介護力

をつけていくか、地域格差を出さないようにするか、ということを考える必要がある、

という意見があった。また、「地域とは何か」ということについて、未だ十分に認識が

共有されていないのではないか、また、認知症の人が地域で暮らし続けることには限界

点があるのではないか、という指摘もあった。 

今後、実務的な問題点を認識した上で、地域包括ケアシステムの観点から、地域のニ

ーズに合わせて、必要な資源を把握し、かかりつけ医、認知症サポート医、精神科や老

年科等の専門医、看護、介護、地域の民生委員、行政、住民等のネットワーク作りがな

され、地域の限界点を高め、社会全体で認知症の人を支えるための地域づくりを進めて

いかなければならない。 
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4.まとめ 

本研究会では、認知症の人のうち、どのような状態の人に精神科病院への入院が必要

なのか、入院せずにできる限り住み慣れた地域で暮らし続けるためにはどのような支援

環境等が必要なのかといった点に関し、医療・介護従事者や関係の有識者等が一堂に会

して、活発な議論・検討が行われ、認識の共有がなされた。 

研究会が実施したアンケート調査からは、認知症治療病棟の入院期間は、3 割が 4 か

月以内である一方、1 年以上も 3 割程度であり、短期間で退院している群と長期に入院

している群との二峰性があることが示された。入院期間と NPI-Q による認知症の重症度

等との関係に関する分析や、入院理由に基づいて群間で比較した分析の結果からは、居

住環境や在宅や通所、施設での介護サービス・医療サービス等の支援が十分ではない等

のために、現状では必ずしも医学的に精神科病院に入院が必要とはいえない人も、精神

科病院に入院していることが示された。 

研究会を進める中で、認知症の人ができる限り住み慣れた地域で暮らし続けることを

考えるにあたって、現状の医療・介護が抱える問題が明らかになり、その解決手段とし

て、クリニカルパスのような入院医療の短期化・標準化を目指す試みや、精神科医療に

よるリエゾンやアウトリーチといった、地域生活への移行を促進するような取り組み等

が紹介された。また、介護の専門性や質の向上、介護と医療との連携による早期対応、

地域移行や在宅復帰支援、それらを包含した地域づくりといった点に関して検討を行っ

た。その中で、それぞれの地域には差が大きく、例えば入院期間に関しても、先に述べ

た「精神疾患の医療体制の構築に係る指針」に示された「認知症の行動・心理症状で入

院が必要な場合でも、できる限り短い期間での退院を目指すために、ある月に新たに精

神科病院に入院した認知症の人（認知症治療病棟に入院した患者）のうち、50％が退院

できるまでの期間を平成 32年度までに 2ヵ月（現在は 6ヵ月）とできるよう体制を整備

すること」とした目標の達成のためには、都道府県が、現状を把握・分析し、それぞれ

の地域の実情に応じた支援体制の整備を推進していくこと等が必要であろう。今後、本

報告書で示した、さまざまな提言が、地域での認知症に対する取り組みに積極的に活用

され、地域づくりがなされていくことを期待したい。 

これらの議論・検討を通じて、本研究会が目的とした、①認知症の人のうち、どのよ

うな状態の人に精神科病院への入院が必要なのか、また②できる限り住み慣れた地域で

暮らし続けるためにはどのような支援環境等が必要なのかを明確化する、という目的に

対して、一つの基準を提示できたものと考える。 

今後は、オレンジプランを推進し、家族支援や環境の整備等を行うことで、少なくと

も医学的に必要とはいえない入院は減少し、将来的には、さらに、認知症の人を地域全

体で支える体制づくりによって、介護・医療・生活支援が一体的に提供されることで、

長期入院の解消や、さらに行動・心理症状のために入院する人も減少することを期待し、

結論としたい。 

 

 



本文中の図表

アンケート調査の概要

■趣旨・目的
・

■調査対象・方法
・
・

■回収状況

※事業所ベース回収率の分母からは、該当者無しの連絡があった事業所を除く

本文中記載につき省略

紙の調査票を郵送し、FAX・郵便等で返送頂く（平成25年10月12日～12月11日）
介護側は第1段階で該当者調査後に第2段階調査（実査）を実施
（団体に依頼し、当該対象者の有無について1次調査を行っていただき、該当者の有無の調査結果を事務局に連絡
していただいてから、事務局と事業所間で調査票の送付、返送を行った。

調査対象者 対象施設・事業所の数 発送・回収方法

医療
側

全国の認知症治療病棟を有する
精神科病院に入院する患者（過去
３ヶ月：平成25年7～9月の間の入
院）

 406 事務局より対象病院へ依頼、
事務局へ調査票を返送

介護
側

介護施設(特別養護老人ホーム・
グループホーム・介護老人保健施
設・小規模多機能居宅介護事業
者)から、精神科病院に入院となっ
ていた患者（過去1年：平成24年10
月～平成25年9月の間の入院）

特別養護老人ホーム：
206

介護老人保健施設：782
グループホーム：172
小規模多機能型居宅介

護事業者：74

第1段階（各団体が対象者の
いる事業所を把握）：各団体
より各事業所へ依頼、各団体
へ結果を返送

第2段階：事務局より対象者
のいる事業所へ依頼、事務局
へ調査票を返送

自宅から精神科病院に入院となっ
ていた患者（過去1年：平成24年10
月～平成25年9月の間の入院）

ケアマネジャー：108

対象施設
(発送日順)

配布数(施設・事業
所)

回収数

うち該当
者無し

（第2段階
で判明）

施設・事業所

患者数(人)
回収率(%)

1 精神科病院 406 0 92 22.7 3,540

2 介護老人保健施設 782 2 381 48.8 811

3 グループホーム 172 5 115 68.9 154

4 小規模多機能型居宅介護事業者 74 3 34 47.9 45

5 特別養護老人ホーム 206 1 119 58.0 165

6 ケアマネジャー 108 4 93 89.4 114

合計 1,748 15 834 48.1 4,829
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6

7

8

17

総重症度
総負担度

（参考）Q18を除くいずれの項目でもχ 二乗検定によるp値は0.001以下であった。
Q6～Q19BPSDの程度：χ 二乗検定（うち複数回答のQ8、Q15は多重比較）　Q19総重症度・総負担度：t検定。
検定対象には「その他」「わからない」「不明」「希望者不明(Q8)」「未認定もしくは申請中(Q12。選択肢には設け
なかったが余白への記載が多く見られたため、集計結果では選択肢と同様に扱った)」はいずれも含めた。
無回答はすべて除外した。

18 認知症の周辺症状
(医)（介）共に、｢妄想｣｢介護への抵抗｣は多い。(介)はより多くの症状。特に
｢介護への抵抗｣｢暴言｣が多い傾向にある。

19
行動・心理症状の程度(NPI-Q)

(医)（介）共に、｢興奮｣｢易怒性｣は多い。(介)はより多くの症状が示されてい
る。(介)「無関心」「脱抑制」が比較的多い(6割前後)となっている。

総重症度・総負担度 （介）が（医）に比べ高い。

入院の理解・同意能力 (医)（介）共に、7割前後は能力なし。（介）は不明がやや多い。

12 要介護度
(介)が（医）に比べ要介護度が高く、在宅支援系(小規模多機能・ケアマネ)
は比較的要介護度が低い傾向にある。

13 入院前のかかりつけ医の有無
(医)（介）共に、8割前後は有、4割前後は精神科医。(医)無が16%、(介)両方
が5%(特養・GHに多い) となっている。

認知症の重症度(FAST) （介）が（医）に比べやや高い。

表1　医療側 (n=3,540) と介護側 (n=1,289) での回答

設問 医療側(医)・介護側(介)の回答の主な特徴

10
認知症高齢者の
日常生活自立度

(医)Mが1/4を占めている。(介)特養・GHは比較的重度者が多い。

11 障害高齢者日常生活自立度
(介)が（医）に比べやや重度。 GH・小規模多機能・ケアマネはAが、特養・老
健はBが、それ ぞれ多い

認知症の診断名
(医)アルツハイマー型が6割、(介)アルツハイマー型は半数弱、混合型が5%
となっている。

入院形態
(医)医療保護入院が3/4超、(介)任意入院が半数弱、措置入院等もある状
況となっている。

入院希望者
(医)家族が8割超、(介)家族は7割、介護職・その他の希望・事情等が各3割
となっている。

15 入院理由

(医)（介）行動・心理症状の増悪が8割、介護者の事情が4割、中核症状の
進行が3割と共通している。(医)｢家族の疲弊｣が1/3、(介)｢薬剤の調整｣が6
割と多く、在宅支援系は｢家族の疲弊｣｢介護者の事情｣が4～5割となってい
る。

16
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図1 Q19 行動・心理症状の程度（NPI-Q) 総重症度

図2　Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q) 総負担度

補足図　表1-Q6認知症の診断名
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13.0 

3.6 
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2.6 

2.4 
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5.2 

13.3 

13.9 

11.7 

5.0 

2.6 

11.5 

3.0 

2.8 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

アルツハイマー型認知症 血管性認知症 レビ一小体型認知症 

前頭側頭型認知症 混合型 その他 

不明 無回答 

13.2 

15.8 

6.0 

19.5 

21.9 

13.1 

17.6 

18.1 

16.0 

15.4 

14.2 

18.5 

12.1 

10.4 

16.8 

7.6 

6.1 

11.6 

4.1 

2.8 

7.8 

2.2 

1.2 

5.0 

1.1 

0.8 

1.9 

1.3 

1.5 

0.9 

6.0 

7.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540  

介護側 n=1,289 

１～３ ４～６ ７～９ 10～12 13～15 16～18 
19～21 22～24 25～27 28～30 無回答 

1.6 

2.0 

0.4 

16.3 

19.7 

6.9 

21.8 

23.8 

16.4 

16.6 

15.6 

19.1 

14.5 

12.3 

20.4 

10.6 

9.0 

15.2 

5.0 

3.4 

9.3 

2.6 

1.4 

5.9 

1.7 

1.3 

2.7 

1.0 

1.1 

0.9 

0.2 

0.2 

0.2 

8.2 

10.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

０ １～５ ６～10 11～15 16～20 21～25 

26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 無回答 

9.9 

9.0 

12.2 

平均値
(※) 

14.0 

12.5 

17.7 

平均値
(※) 

※無回答

を除いて

算出した。 

※無回答

を除いて

算出した。 
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補足図　表1－Q7入院形態

補足図　表1－Q8入院希望者（複数回答）

補足図　表1－Q10認知症高齢者の日常生活自立度
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介護側 n=1,289 

任意入院 医療保護入院 応急入院 緊急措置入院 
措置入院 その他 わからない 無回答 
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79.1 
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16.8 
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3.9 
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81.7 
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12.6 
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4.3 
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30.2 
28.2 

1.0 
2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人 
家族 

介護職 
その他の希望・事情等 

希望者不明 
無回答 

本人 
家族 

介護職 
その他の希望・事情等 

希望者不明 
無回答 

本人 
家族 

介護職 
その他の希望・事情等 

希望者不明 
無回答 
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2.1 

5.2 

5.0 

6.0 

10.3 

10.4 

10.1 

21.8 

19.5 

28.1 

10.6 

8.1 

17.3 

18.8 

18.2 

20.3 

21.0 

24.5 

11.3 

4.2 

4.9 

2.1 

3.8 

4.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 不明 無回答 

グラフ中の値は、医療側および介護側各回答者数に占める当該回答の割合 
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補足図　表1－Q11障害高齢者日常生活自立度

補足図　表1－Q12要介護度

補足図　表1－Q13入院前のかかりつけ医の有無

3.4 

4.2 

1.1 

2.7 

3.0 

1.9 

6.9 

7.4 

5.7 

19.4 

20.4 

16.8 

19.5 

17.8 

24.3 

12.8 

12.0 

14.9 

19.9 

19.2 

22.0 

4.4 

4.5 

4.1 

4.5 

4.9 

3.6 

3.3 

3.5 

2.6 

3.1 

3.1 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

自立 J1 J2 A1 A2 B1 B2 C1 C2 不明 無回答 

1.7 

2.0 

0.7 

1.9 

2.0 

1.6 

9.9 

9.3 

11.7 

13.2 

12.2 

16.1 

19.3 

15.5 

29.7 

14.6 

11.0 

24.6 

8.5 

7.1 

12.5 

21.6 

29.0 

1.1 

1.4 

1.8 

0.1 

7.8 

10.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 

要介護２ 要介護３ 要介護４ 

要介護５ 不明 未認定もしくは申請中 

無回答 

40.2 

39.6 

41.7 

38.0 

36.5 

42.1 

14.3 

16.2 

9.2 

2.9 

2.2 

4.9 

4.7 

5.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

あり(精神科) あり(精神科以外) なし 精神科及び精神科以外の両方 無回答 
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補足図　表1－Q16入院の理解・同意能力

補足図 表1－Q15入院理由（複数回答）

80.9 
3.9 

39.2 
3.6 

29.5 
28.3 

5.1 
4.7 

2.0 
41.3 

8.8 
5.1 

1.0 

79.5 
4.5 

32.1 
2.8 

30.1 
34.4 

5.2 
5.7 

2.3 
42.2 

8.0 
5.3 

1.2 

84.5 
2.2 

59.0 
5.6 

27.8 
11.6 

5.0 
1.9 
1.1 

38.9 
11.2 

4.7 
0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行動・心理症状(BPSD)の増悪 
地域からの要請(民生委員等) 

薬剤の調整 
診断を確定するため 

中核症状の進行 
家族の疲弊 

待ち期間なく入院可能だったため 
介護施設の入所待ち 

経済的理由 
介護者の事情(家庭･地域･施設で対応困難) 

身体合併症の治療のため 
その他 
無回答 

行動・心理症状(BPSD)の増悪 
地域からの要請(民生委員等) 

薬剤の調整 
診断を確定するため 

中核症状の進行 
家族の疲弊 

待ち期間なく入院可能だったため 
介護施設の入所待ち 

経済的理由 
介護者の事情(家庭･地域･施設で対応困難) 

身体合併症の治療のため 
その他 
無回答 

行動・心理症状(BPSD)の増悪 
地域からの要請(民生委員等) 

薬剤の調整 
診断を確定するため 

中核症状の進行 
家族の疲弊 

待ち期間なく入院可能だったため 
介護施設の入所待ち 

経済的理由 
介護者の事情(家庭･地域･施設で対応困難) 

身体合併症の治療のため 
その他 
無回答 

全
体

 n
=4

,8
29

 
医

療
側

 n
=3

,5
40

 
介

護
側

 n
=1

,2
89

 

18.2 

18.1 

18.5 

71.4 

72.5 

68.4 

8.7 

7.4 

12.4 

1.6 

2.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

能力あり 能力なし 不明 無回答 

グラフ中の値は、医療側および介護側各回答者数に占める当該回答の割合 

-34-



＜0.0001 ***

0.2105  

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

0.7215  

0.0088 **

0.0992

0.0195 *

0.0003 ***

＜0.0001 ***

χ 二乗検定
無回答は除外した。

異食行動

性的問題行動

その他

補足図 表1－Q18医療側及び介護側における認知症の周辺症状「有り」の割合（複数回答）

昼夜逆転

暴言

介護への抵抗

徘徊

火の不始末

不潔行為

補足図　表1－Q17認知症の重症度（FAST)

P値 周辺症状 

幻視・幻聴

妄想

26.8 

45.4 

25.8 

40.2 

45.3 

37.9 

2.9 

19.2 

5.0 

2.3 

21.5 

37.2 

47.5 

36.0 

56.8 

66.2 

37.2 

1.5 

17.1 

6.7 

4.3 

27.2 

0% 20% 40% 60% 80%

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

0.9 

1.0 

0.5 

1.9 

2.1 

1.5 

3.4 

3.5 

3.1 

10.3 

11.6 

6.5 

25.2 

27.0 

20.1 

35.1 

33.0 

40.7 

15.5 

14.7 

17.8 

7.7 

6.9 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

ステージ1 認知機能の障害なし ステージ2 非常に軽度の認知機能の低下 

ステージ3 軽度の認知機能低下 ステージ4 中等度の認知機能低下 

ステージ5 やや高度の認知機能低下 ステージ6 高度の認知機能低下 

ステージ7 非常に高度の認知機能低下 無回答 

***P＜0.001, **P＜0.01, *P＜0.05 グラフ中の値は、医療側および介護側 

各回答者に占める当該回答の割合 

5.4 

5.4 

5.6 

平均値
(※) 

※無回答を 

除いて 

算出した。 

0% 
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0.0074 **

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

＜0.0001 ***

0.0088 **

χ 二乗検定
無回答は除外した。

混合理由 上記の医療的入院に予備費医療的入院理由から各一つ以上が選択。
理由不明 Q15-入院理由で、理由不明が選択。

図3　Q15入院理由
（選択肢のうち上位３つまで複数選択した回答結果を下記の群の定義で分類）

医療的入院
Q15-入院理由で、選択肢1(行動・心理症状の増悪)・3(薬剤の調整)・4(診断の確定)・5(中核症状の進行)・
11(身体合併症の治療)のみ選択

非医療的入院
Q15-入院理由で、選択肢2(地域からの要請(民生委員等))、選択肢,6(家族の疲弊)、選択肢7(待ち期間なく入
院可能だったため)、選択肢8(介護施設の入所待ち)、選択肢9(経済的理由)、選択肢10(介護者の事情(家庭・
地域・施設で対応困難))のみ選択

無関心

脱抑制

易怒性

異常行動

補足図 表1－Q19医療側及び介護側における行動・心理症状の程度（NPI-Q)「有り」の割合

補足図 表1－Q19 行動・心理症状の程度（NPI-Q)「有り」の選択個数

妄想

幻覚

興奮

うつ

不安

多幸

P値 行動・心理症状
53.1 

39.9 

72.8 

31.6 

31.8 

23.3 

51.2 

44.9 

64.7 

40.4 

57.7 

50.4 

86.5 

48.4 

41.6 

37.5 

61.2 

57.9 

75.3 

44.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

0% 

27.8 

4.4 

66.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院 非医療的入院 混合理由 理由不明 

n=4,829 

5.4 

6.2 

3.3 

10.9 

12.3 

7.1 

12.7 

14.1 

9.1 

13.3 

13.2 

13.3 

13.0 

12.0 

15.6 

11.1 

10.4 

13.0 

9.7 

9.3 

10.9 

6.8 

5.8 

9.6 

5.0 

4.0 

7.6 

6.5 

5.8 

8.5 

5.6 

6.9 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=4,829 

医療側 n=3,540 

介護側 n=1,289 

１つ ２つ ３つ ４つ ５つ ６つ ７つ ８つ ９つ 10 無回答 

***P＜0.001, **P＜0.01 

5.1 

4.9 

5.7 

平均値
(※) 

※無回答を 

除いて 

算出した。 

グラフ中の値は、医療側および介護側 

各回答者に占める当該回答の割合 

-36-



3 性別 0.5565  
4 年齢 0.7650  
6 認知症の診断名 0.2181  
7 入院形態 0.6687  
8 入院希望者 0.6380  
9 入院前の居所 0.0327 *
10 認知症高齢者の日常生活自立度 ＜0.0001 ***
11 障害高齢者日常生活自立度 0.1976  
12 要介護度 0.0049 **
13 入院前のかかりつけ医の有無 0.7991  
14 入院前に利用していた主なサービス ＜0.0001 ***
16 入院の理解・同意能力 ＜0.0001 ***
17 認知症の重症度(入院時) ＜0.0001
18 認知症の周辺症状

18-1 幻視・幻聴
 ＜0.0001 ***
18-2 妄想 ＜0.0001 ***
18-3 昼夜逆転 ＜0.0001 ***
18-4 暴言 ＜0.0001 ***
18-5 介護への抵抗 ＜0.0001 ***
18-6 徘徊 0.0583
18-7 火の不始末 0.6845  
18-8 不潔行為 1.0000  
18-9 異食行動 0.1608  
18-10 性的問題行動 0.4438  
18-11 その他 0.7121  

19 行動・心理症状の程度
19-1 NPI-Q総重症度 ＜0.0001 ***
19-2 NPI-Q総負担度 ＜0.0001 ***

自宅（独居以外） ：夫婦のみ、夫婦と子、本人と子のみ、その他同居者あり の合計
施設等 ：認知症対応型グループホーム、特別養護老人ホーム、介護老人保健

  施設、介護療養型医療施設、老人ホーム（介護付有料、養護、軽費）、
  サービス付き高齢者向け住宅、その他施設 の合計

医療機関 ：一般病床、療養病床、その他病床 の合計

Q3～18：χ 二乗検定（うち複数回答のQ8は多重比較））　Q19：ウィルコクソンの順位和
検定。
検定対象には「その他」「わからない」「不明」「希望者不明(Q8)」「未認定もしくは申請中
(Q12。選択肢には設けなかったが余白への記載が多く見られたため、集計結果では選
択肢と同様に扱った)」はいずれも含めた。
無回答はすべて除外した。

図4　Q9入院前の居所（入院理由2群別、医療側回答のみ）

表2　医療的入院群と非医療的入院群との比較（医療側回答のみ）

設問 P値

10.2  

14.3  

26.2  

27.0  

26.9  

16.4  

34.4  

39.2  

1.3  

1.1  

1.0  

2.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

自宅(独居） 自宅（独居以外） 施設等 医療機関 その他 無回答 

***P＜0.001, **P＜0.01, *P＜0.05 
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図5　Q10認知症高齢者の日常生活自立度（入院理由2群別、医療側回答のみ）

図6　Q12要介護度（入院理由2群別、医療側回答のみ）

図7　Q14入院前に利用していた主なサービス（入院理由2群別、医療側回答のみ）

26.4  

10.1  

26.1  

23.3  

12.3  

9.5  

30.6  

47.6  

4.7  

9.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

医療保険のみ 介護保険のみ 両方利用 両方利用無し 無回答 

3.0  

3.2  

2.5  

7.9  

4.1  

6.9  

11.6  

15.3  

17.2  

20.6  

9.4 

13.8 

19.5 

12.7 

25.8 

10.6 

5.0 

6.9 

1.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 不明 無回答 

1.6  

1.6  

2.5  

4.2  

6.8  

14.3  

12.0  

13.8  

15.1  

14.3  

11.9 

6.9 

8.8 

9.0 

33.7 

26.5 

1.8 

5.8 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 
要介護２ 要介護３ 要介護４ 
要介護５ 不明 未認定もしくは申請中 
無回答 
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図9　Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q）の各症状「有り」の割合（複数回答）（入院理由2群別、医療側回答のみ）

図10　Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q）の各症状が重度の割合（入院理由2群別、医療側回答のみ）

図8　Q16入院の理解・同意能力（入院理由2群別、医療側回答のみ）

15.8 

31.2 

73.1 

58.7 

10.6 

8.5 

0.5 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

能力あり 能力なし 不明 無回答 

57.6 

44.8 

78.0 

34.5 

32.9 

23.1 

55.3 

50.6 

69.0 

44.7 

31.7 

18.5 

55.6 

24.9 

24.9 

20.1 

36.5 

25.4 

42.9 

21.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妄想 

幻覚 

興奮 

うつ 

不安 

多幸 

無関心 

脱抑制 

易怒性 

異常行動 

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

13.6 

10.2 

20.3 

3.0 

4.5 

1.3 

11.9 

9.8 

17.6 

10.1 

4.8 

1.1 

11.1 

1.1 

1.6 

0.0 

7.4 

5.3 

6.9 

1.6 

0% 10% 20% 30%

妄想 

幻覚 

興奮 

うつ 

不安 

多幸 

無関心 

脱抑制 

易怒性 

異常行動 
医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

グラフ中の値は回答者数(n数)に占める当該回答の割合 

グラフ中の値は回答者数(n数)に占める当該回答の割合 
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選択肢番号
3 興奮 ＜0.0001 ***
9 易怒性 ＜0.0001 ***
1 妄想 ＜0.0001 ***
7 無関心 ＜0.0001 ***
8 脱抑制 ＜0.0001 ***
2 幻覚 ＜0.0001 ***
10 異常行動 ＜0.0001 ***
4 うつ 0.0222 *
5 不安 0.0484 *
6 多幸 0.6115  

χ 二乗検定　
無回答は除外した。

選択肢番号
3 興奮 0.0027 **
9 易怒性 0.0163 *
1 妄想 0.0009 ***
7 無関心 0.4853  
2 幻覚 0.0069 **
10 異常行動 0.0400 *
8 脱抑制 0.3898  
5 不安 0.0603
4 うつ 0.0578
6 多幸 0.0162 *

ウィルコクソン検定
無回答は除外した。

表４　Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q）の各症状が重度の割合（入院理由2群別、医療側回答のみ）

（医療的入院群で重度の割合が
多かった症状の降順）

行動・心理症状 P値

補足図　表2-Q18認知症の周辺症状 「有り」の割合（複数回答）（入院理由2群別、医療側回答のみ）

表3　Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q）の各症状「有り」の割合（入院理由２群別、医療側回答のみ）

（医療的入院群で「有り」とされた
症状の割合降順）

行動・心理症状 P値

29.2 

46.0 

27.4 

38.6 

47.5 

34.0 

1.8 

17.6 

5.4 

1.9 

19.1 

11.1 

21.2 

12.2 

22.2 

28.6 

26.5 

1.1 

17.5 

2.6 

3.2 

20.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幻視・幻聴 

妄想 

昼夜逆転 

暴言 

介護への抵抗 

徘徊 

火の不始末 

不潔行為 

異食行動 

性的問題行動 

その他 

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

***P＜0.001, *P＜0.05 

***P＜0.001, **P＜0.01, *P＜0.05 

グラフ中の値は回答者数(n数)に占める当該回答の割合 
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補足図　表2-Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q) 総負担度（入院理由2群別、医療側回答のみ）

図11　入院理由における医療的要因/非医療的要因(複数回答)

補足図　表2-Q19行動・心理症状の程度（NPI-Q) 総重症度（入院理由2群別、医療側回答のみ）

80.9 

3.9 

39.2 

3.6 

29.5 

28.3 

5.1 

4.7 

2.0 

41.3 

8.8 

5.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行動・心理症状(BPSD)の増悪 

地域からの要請(民生委員等) 

薬剤の調整 

診断を確定するため 

中核症状の進行 

家族の疲弊 

待ち期間なく入院可能だったため 

介護施設の入所待ち 

経済的理由 

介護者の事情(家庭･地域･施設で対応… 

身体合併症の治療のため 

その他 

無回答 

医療的要因とした選択肢 

非医療的要因とした選択肢 

n=4,829 

13.0 

31.2 

21.3 

25.4 

19.6 

13.8 

18.0 

7.4 

11.4 

4.8 

7.9 

1.1 

3.4 

0.5 
1.8 

0.5 

0.3 0.3 

3.1 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

１～３ ４～６ ７～９ 10～12 13～15 16～18 

19～21 22～24 25～27 28～30 無回答 

2.7 

2.6 

15.6 

30.7 

24.0 

24.3 

17.7 

9.0 

16.0 

6.3 

10.3 

2.6 

4.3 

0.5 

2.3 0.4 

6.6 

23.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療的入院群 n=774 

非医療的入院群 n=189 

0 １～５ ６～10 11～15 16～20 21～25 

26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 無回答 

9.3 

5.7 

平均値
(※) 

12.9 

7.4 

平均値
(※) 

※無回答を 

除いて算出 

した。 

グラフ中の値は回答者数(n数)に占める当該回答の割合 

※無回答を 

除いて算出 

した。 
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表5　行動・心理症状の程度（NPI-Q）10項目における項目間の相関

図12　認知症の入院患者のうち、地域での受け入れ条件が整えば退院可能と考えられる入院患者の在院日数
（平成23年患者調査）

289.6日 

296.6日 

43.5日 

59.4日 

782.5日 

1019.5日 

290.0日 

373.8日 

757.8日 

1001.0日 

251.5日 

349.8日 

0 200 400 600 800 1000 1200

AD（退院可能） 

VD等（退院可能） 

AD（全体） 

VD等（全体） 

AD（退院可能） 

VD等（退院可能） 

AD（全体） 

VD等（全体） 

AD（退院可能） 

VD等（退院可能） 

AD（全体） 

VD等（全体） 

一
般
病
床

 
精
神
病
床

 
全
体

 

(日) 

相関係数

人数

相関係数 0.54 **

人数 952

相関係数 0.28 ** 0.23 **

人数 953 953

相関係数 0.22 ** 0.23 ** 0.15 **

人数 953 952 953

相関係数 0.16 ** 0.13 ** 0.11 ** 0.52 **

人数 951 951 953 951

相関係数 0.24 ** 0.28 ** 0.19 ** 0.34 ** 0.20 **

人数 951 951 953 951 952

相関係数 0.09 ** 0.20 ** 0.14 ** 0.20 ** 0.07 * 0.28 **

人数 949 949 951 949 949 950

相関係数 0.33 ** 0.26 ** 0.41 ** 0.20 ** 0.17 ** 0.28 ** 0.23 **

人数 951 951 953 951 951 952 950

相関係数 0.23 ** 0.21 ** 0.62 ** 0.12 ** 0.10 ** 0.17 ** 0.12 ** 0.50 **

人数 953 953 955 953 953 954 952 954

相関係数 0.25 ** 0.23 ** 0.26 ** 0.12 ** 0.15 ** 0.11 ** 0.22 ** 0.38 ** 0.24 **

人数 950 950 952 950 950 950 948 951 952

注）ここでの人数とは相関をみようとしている両方の項目で欠損がない人数をいう。

9.易怒性

10.異常行動

1.妄想

4.うつ

5.不安

 
5.不安 6.多幸 7.無関心

6.多幸

7.無関心

8.脱抑制

**P＜0.01，*P＜0.05

8.脱抑制 9.易怒性
10.異常
行動

1.妄想

2.幻覚

3.興奮

2.幻覚 3.興奮 4.うつ

相関係数

人数

相関係数 0.54 **

人数 952

相関係数 0.28 ** 0.23 **

人数 953 953

相関係数 0.22 ** 0.23 ** 0.15 **

人数 953 952 953

相関係数 0.16 ** 0.13 ** 0.11 ** 0.52 **

人数 951 951 953 951

相関係数 0.24 ** 0.28 ** 0.19 ** 0.34 ** 0.20 **

人数 951 951 953 951 952

相関係数 0.09 ** 0.20 ** 0.14 ** 0.20 ** 0.07 * 0.28 **

人数 949 949 951 949 949 950

相関係数 0.33 ** 0.26 ** 0.41 ** 0.20 ** 0.17 ** 0.28 ** 0.23 **

人数 951 951 953 951 951 952 950

相関係数 0.23 ** 0.21 ** 0.62 ** 0.12 ** 0.10 ** 0.17 ** 0.12 ** 0.50 **

人数 953 953 955 953 953 954 952 954

相関係数 0.25 ** 0.23 ** 0.26 ** 0.12 ** 0.15 ** 0.11 ** 0.22 ** 0.38 ** 0.24 **

人数 950 950 952 950 950 950 948 951 952

注）ここでの人数とは相関をみようとしている両方の項目で欠損がない人数をいう。

9.易怒性

10.異常行動

1.妄想

4.うつ

5.不安

 
5.不安 6.多幸 7.無関心

6.多幸

7.無関心

8.脱抑制

**P＜0.01，*P＜0.05

8.脱抑制 9.易怒性
10.異常
行動

1.妄想

2.幻覚

3.興奮

2.幻覚 3.興奮 4.うつ

注）ここでの人数とは相関を見ようとしている両方の項目で欠損がない人数をいう。 

(相関分析) 
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3 性別 0.0055 **
4 年齢 0.1555  
6 認知症の診断名 0.0001 ***
7 入院形態 0.2029
8 入院希望者 0.0002 ***
9 入院前の居所 ＜0.0001 ***
10 認知症高齢者の日常生活自立度 0.0001 ***
11 障害高齢者日常生活自立度 0.0260 *
12 要介護度 ＜0.0001 ***
13 入院前のかかりつけ医の有無 0.0089 **
14 入院前に利用していた主なサービス ＜0.0001 ***
16 本人の入院同意能力 0.5663  
17 認知症の重症度(入院時) 0.0206 *
18 認知症の周辺症状

18-1 幻視・幻聴
 0.6916  
18-2 妄想 0.0011 **
18-3 昼夜逆転 1.0000  
18-4 暴言 0.2467  
18-5 介護への抵抗 0.1768  
18-6 徘徊 0.1112  
18-7 火の不始末 0.4008  
18-8 不潔行為 ＜0.0001 ***
18-9 異食行動 0.7746  
18-10 性的問題行動 0.7489  
18-11 その他 0.0003 ***

19 行動・心理症状の程度
19-1 NPI-Q総重症度 0.2838
19-2 NPI-Q総負担度 0.3785

表6　短期入院群と長期入院群との比較（医療側回答のみ）

設問 P値

Q3～Q18：χ 二乗検定（うちQ8は多重比較）　Q19：ウィルコクソンの順位和検
定。
検定対象には「その他」「わからない」「不明」「希望者不明(Q8)」「未認定もしく
は申請中(Q12。選択肢には設けなかったが余白への記載が多く見られたた
め、集計結果では選択肢と同様に扱った)」はいずれも含めた。
無回答はすべて除外した。

図13　入院日数

退院済みの場合にはQ2（退院日）とQ1（入院日）の差を、現在入院中の場合にはアンケート
発送日とQ1（入院日）の差を計算し、入院期間とした。

7.6 
10.5 

8.2 
6.3 

4.9 
3.3 

2.8 
2.5 
2.6 

1.6 
1.7 
1.5 

10.5 
18.7 

17.2 

0% 10% 20% 30%

1～30日 n=367 
31～60日 n=506 
61～90日 n=396 

91～120日 n=304 
121～150日 n=237 
151～180日 n=160 
181～210日 n=137 
211～240日 n=123 
241～270日 n=124 
271～300日 n=77 
301～330日 n=84 
331～360日 n=73 

361～730日 n=507 
731日以上 n=905 

無回答 n=829 

***P＜0.001, **P＜0.01, *P＜0.05 

n=4,829 
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長期入院群 入院期間が361日から730日である者(n=490)

（詳細は本文参照）

図14　Q3性別（入院期間2群別、医療側回答のみ）

図15　Q6認知症の診断名（入院期間2群別、医療側回答のみ）

図16　Q8入院希望者（複数回答）（入院期間2群別、医療側回答のみ）

短期入院群 入院期間が31日から90日である者（n=666）

63.4 

59.4 

9.3 

15.5 

5.0 

2.4 

2.9 

1.4 

4.4 

1.4 

12.0 

14.3 

1.5 

2.4 

1.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

アルツハイマー型認知症 血管性認知症 

レビー小体型認知症 前頭側頭型認知症 

混合型 その他 

不明 無回答 

7.8 

82.6 

16.8 

11.7 

0.2 

2.6 

6.7 

80.4 

8.4 

16.1 

0.8 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人 

家族 

介護職 

その他の希望・事情等 

希望者不明 

無回答 

本人 

家族 

介護職 

その他の希望・事情等 

希望者不明 

無回答 

短
期

入
院

群
 n

=
6
6
6
 

長
期

入
院

群
 n

=
4
9
0 

47.3 

39.4 

50.8 

59.6 

2.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

男性 女性 無回答 

グラフ中の値は回答者数(n数)に占める当該回答の割合 

-44-



自宅（独居以外） ：夫婦のみ、夫婦と子、本人と子のみ、その他同居者あり の合計
施設等 ：認知症対応型グループホーム、特別養護老人ホーム、介護老人保健

  施設、介護療養型医療施設、老人ホーム（介護付有料、養護、軽費）、
  サービス付き高齢者向け住宅、その他施設 の合計

医療機関 ：一般病床、療養病床、その他病床 の合計

図17　Q9入院前の居所（入院期間2群別、医療側回答のみ）

図18　Q13入院前のかかりつけ医の有無（入院期間2群別、医療側回答のみ）

図19　Q14入院前に利用していた主なサービス（入院期間2群別、医療側回答のみ）

35.9 

39.0 

43.8 

34.3 

13.5 

18.2 

3.0 

2.2 

3.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

あり(精神科) あり(精神科以外) 

なし 精神科及び精神科以外の両方 

無回答 

15.3 

20.4 

37.4 

25.1 

16.7 

6.9 

24.6 

41.0 

6.0 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

医療保険のみ 介護保険のみ 両方利用 両方利用無し 無回答 

11.9 

12.9 

38.9 

33.9 

29.1 

18.6 

18.2 

29.4 

0.9 

1.4 

1.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

自宅（独居） 自宅（独居以外） 施設等 医療機関 その他 無回答 
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図20　Q17認知症の重症度（入院期間2群別、医療側回答のみ）

補足図　表5-Q10認知症高齢者の日常生活自立度（入院期間2群別、医療側回答のみ）

補足図　表5-Q11障害高齢者日常生活自立度（入院期間2群別、医療側回答のみ）

0.9 

2.7 

3.6 

1.8 

6.8 

3.3 

7.7 

9.4 

17.6 

20.4 

7.7 

9.2 

18.2 

20.6 

28.1 

25.3 

6.3 

2.0 

3.3 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 不明 無回答 

2.6 

3.3 

3.8 

1.8 

10.7 

7.8 

19.7 

20.0 

15.9 

18.6 

11.6 

13.5 

18.6 

20.6 

5.0 

4.9 

4.8 

5.9 

4.4 

1.2 

3.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

自立 J1 J2 A1 A2 B1 B2 C1 C2 不明 無回答 

2.1 

0.8 

2.9 

1.4 

4.5 

3.3 

13.2 

9.8 

25.1 

26.3 

33.2 

34.7 

13.1 

18.4 

6.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

ステージ1 認知機能の障害なし 
ステージ2 非常に軽度の認知機能の低下 
ステージ3 軽度の認知機能低下 
ステージ4 中等度の認知機能低下 
ステージ5 やや高度の認知機能低下 
ステージ6 高度の認知機能低下 
ステージ7 非常に高度の認知機能低下 
無回答 

5.2 

5.5 

平均値
(※) 

※無回答を 

除いて算出 

した。 
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補足図 表5-Q12要介護度（入院期間2群別、医療側回答のみ）

補足図　表5-Q18認知症の周辺症状 「有り」の割合（複数回答）（入院期間2群別、医療側回答のみ）

26.1 

39.9 

30.2 

38.9 

48.0 

36.0 

2.1 

15.8 

5.0 

1.8 

27.8 

6.3 

27.3 

49.8 

30.2 

42.4 

52.2 

40.8 

3.1 

28.4 

5.5 

2.2 

18.4 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幻視・幻聴 

妄想 

昼夜逆転 

暴言 

介護への抵抗 

徘徊 

火の不始末 

不潔行為 

異食行動 

性的問題行動 

その他 

無回答 

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

3.9 

1.2 

2.6 

1.6 

12.5 

7.6 

16.2 

10.8 

18.8 

15.3 

14.4 

11.4 

6.5 

8.8 

18.9 

31.6 

1.5 

1.2 

4.8 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

短期入院群 n=666 

長期入院群 n=490 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 

要介護２ 要介護３ 要介護４ 

要介護５ 不明 未認定もしくは申請中 

無回答 

グラフ中の値は回答者数(n数)に占める当該回答の割合 
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重症度（FAST).（全体） 0.0057 **
重症度（FAST).医療側回答 0.0001 ***
重症度（FAST).介護側回答 0.3210  
総重症度（全体） 0.5733  
総重症度.医療側回答 ＜0.0001 ***
総重症度.介護側回答 0.7796  
総負担度.（全体） 0.3977  
総負担度.医療側回答 0.0022 **
総負担度.介護側回答 0.9282  

相関分析
無回答は除外した。

重症度（FAST）

行動・心理症状の程度（NPI-Q) 総重症度

行動・心理症状の程度（NPI-Q) 総負担度

補足図　表7に関するグラフ

0.06
0.00

全体(n=4,829) 医療側回答(n=3,540) 介護側回答(n=1,289)

0.07
0.04
0.01
0.08
0.01
-0.01

表7　入院日数と認知症の重症度（ＦＡＳＴ）、NPI-Q 症状の総重症度・総負担度の相関

P値 相関係数
0.05

5.4 
5.3 5.4 

5.2 5.3 
5.5 

5.6 

5.5 

5.6 5.6 
5.5 

5.4 
5.5 5.5 5.4 5.5 

4

5

6

14.0 

12.9 
13.9 

13.8 

13.4 

13.8 
14.4 

13.4 
13.3 

13.7 

16.0 
16.3 

15.3 
13.4 

12.9 

16.0 

9

11

13

15

17

19

21

5.4 
5.2 5.3 

5.1 5.2 
5.5 5.5 5.5 5.4 5.5 5.4 5.3 

5.5 5.5 5.4 

5.0 

9.0 

7.5 
8.9 8.9 

8.3 
8.9 9.0 9.1 

8.2 

9.2 

10.3 

10.7 
10.2 

9.6 
9.4 8.5 

12.5 
10.6 

12.5 
12.3 

11.9 

12.7 
12.5 

13.0 
11.3 

12.6 

14.8 
14.9 

13.9 
13.3 

12.9 
11.2 

5.6 
5.4 

5.7 5.6 5.6 5.6 5.7 5.6 
5.9 5.9 5.9 5.8 

5.3 5.4 
5.6 5.7 

12.2 

13.1 

11.8 
12.1 

11.4 

12.2 

13.6 

10.1 

12.6 

11.7 

14.3 

13.4 
13.5 

11.2 
11.7 

12.2 

17.7 

19.1 
17.5 

17.8 
16.6 

17.5 

20.0 

14.6 

18.7 
16.7 

21.5 
20.0 

19.2 

16.8 

18.0 
17.6 

9.9  

9.0  

9.7  9.8  

9.3  
9.6  

10.2  
9.4  

9.4  
9.9  

11.0  
11.4  

11.0  

9.7  
9.4  

11.2  

6

8

10

12

14

***P＜0.001, **P＜0.01 
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コクラン・アーミテージ検定
無回答は除外した。

自宅（独居以外） ：夫婦のみ、夫婦と子、本人と子のみ、その他同居者あり の合計
施設等 ：認知症対応型グループホーム、特別養護老人ホーム、介護老人保健

  施設、介護療養型医療施設、老人ホーム（介護付有料、養護、軽費）、
  サービス付き高齢者向け住宅、その他施設 の合計

医療機関 ：一般病床、療養病床、その他病床 の合計

図21 Q9入院前の居所と入院日数（医療側回答のみ）

25.5 

16.6 

22.5 

19.2 

10.7 

8.5 

8.1 

7.7 

29.3 

41.7 

3.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設等 n=750 

施設等以外 n=2,640 

1～60日 61～150日 151～240日 241～360日 361日以上 無回答 

＜0.0001 

151 

269 

中央値
(※) 

※無回答を 

除いて算出 

した。 
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4.  

1.  
2.  
3.  
4. 24  
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•

 
• 37-46%

 
(Harwood, Age Aging 1997; Joray, Am J Geriatr Psy 2004) 
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patients 
with 

capacity 
76% 

patients 
without 
capacity 

24% 

24% (95% CI: 16%-31%)  

 
114  

 
 
24  

 
 

 
 

 
 

22%  
 

2012  

3 

  

 
20% 
30-50% 

50% 
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• 9.1-50.4%  
    (Hickey 1997, Feldman 1987) 

• 63-79.8%  
    (Torian 1992, Adamins 2006) 

• 31-88%  
      (Homes 2000) 
 

 
•

 
      (Zhao 2008) 
 

• ambulatory care sensitive condition

 
nursing home quality indicator  

5 

 MOCA-J 

SD 25
1st line 22.3 3.6 72/107 
2nd line 21.1 3.8 17/22 
3rd line 23.3 3.9 7/11 

PCU 24.0 2.7 5/6 
23.5 2.2 3/9

PCU 20.6 5.3 6/8

 
CGA  

2012 10 - 107 71.5 5.0  

6 
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•  
    (Zekry 2008, Fields 1986) 

• 3  
     (Erkinjuntti, 1988) 

•    (Sampson 2006) 
•    (Morrison 2000) 
•

    (Sampson 2006) 
•   (McCarthy 1997, Morrison 2000) 

 

 
 

 

7 

 

•     (Covinsky 2003) 
 

• 2  

      (Sands 2003) 
 

•
 

• 4-23  
   (Erkinjuntti, Lyketsos 2000, Fields 1986, Fulop 1998) 
 

: nursing home residential  
 

 
•  

      (Fields, 1986) 
•     (Sampson 2009) 
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( ) 

• (Sands 2003)  (Zekry 2008) 
•  

 
      (Sampson 2009) 

•
 

     (Kammoun 2000, Fu 2004) 
 

•  
      (Gupta 2004) 
 

• BMI  
 (Sampson 2009) 
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ADL  
 

 
BPSD 

 
ADL  
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•  
•  
•  

 
–  
–  
–  

•  
– MSW  
–  

 
11 

BPSD  
 

 
70  

 
 
 

MRI  
 
 

 

BPSD  
 
60  

 
 

 
 

 

12 
資料55



 
 

  
 

  
 

 
 

barrier  

•
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

13 

•  
•

 
•  
•  
•  

 

14 
資料56



 

 

 
 

 

 
 

Ns  

Ns  

 

 

15 

 

 
•  
•  

 
 

•  

OJT  
 

 
•  

 
•  

16 
資料57



� � � � 

�
 

�
 

�
 

�
 � 

�
 

�
 � � � 

資料58



2 
1 

資料59



4 
3 

資料60



5 

資料61



資料62



 

   

 

 

資料63



����
���	
�

����
�������������
��� !"�#�$%&'
()#�*+,�-��./
�012!3	�45%6
'�78��9:�;<#=
>?@�ABC!�'#�
DEF�3�!�GH8!,
�IJ'KLM'#NJ�>
�OP���8JQR>

������������$
�?"P'#ST'#�*
DUVW��O%T�#XY
��YPP'>

�ZC[\]^_`a^bc
de[fghij^kl[mnompq
rstu
vwxSyz{^|}
���yz{^~�
���[0�c������
�������������
�����
�\]���%�*>R�
DUVW��O���
������
5%��>��� ¡�¢
£�¤¥����\]�9:
�¦�U§=
��¨�
©}8ª�«%P	�,�¬
{�$%®
�$¯Dv-�°±�	O
\]�²³*´µ8J�D�
¶YY!�*�8·OP��
¸¹º�*P»¼'YY!�
*½¾%¿À#NJ�>R!
ÁÂ
Ã9:!Ä*ÅºÆ<#=>
º�45���!01�Ç�
�$ÈDxS�ÉÊ�ÊO
\]�´Ë8J�ÌÍ¿º�
*P»¼'�Î!Ï!�)
#ÐÑÒ¨%�*+

�DUVW��O!3	\]
�¸¹¿HkÓ�xSÊÔÕ
�¦Ö×��%ØÙ³*YP
º�=>
�ÚÛ}ÜÜ�%Ý<#�>
Þ<N��$�ÁÂ!3	ß
à'�áâÒ!ÇãÜ�%Ý
<��ä!�)>
�9:ºGH8!�	D�	
ºP�O�´µºåJæ*3
�!�)>
�ÁÂ!"�#Ç�Þ<��
�ºçK��«ºèV!éæ
��YPN�)>
�Þ<���ºçK�\]�
5!ê%ëìJæ��YPN
�)>
�íîHïðñ�òtóP�
ôõºöJæ>YP��$º
ÁÂ�=>

���� ��$P'#�
DUVW��O��º÷ø�
�*PÁ¿'>+,�@!(
ùú>����%ûR#�S
T'#��%®'#�K
�xS�����2�:ü%
ýþ�=*���É��W�
���������2!3*
	�
��2�:üN�DU
VW��O��H�$!ST
'#�K
���������SË%¤
¥�k!�R����!"�
#��%�R���k�%
�<*

é	����� �k��é	�å SË���P��

資料64



_Ü�^�c^rstu
vwxSyz{^�}
���� CxSyz{^~!

"�ãu#8J$%-�#�
8��²�!3*A&'P|
()�*+!3*,-���
45�¦º�	./��xS
º��P�)>+

A¡�d��	�vT01
�Y�ù	H�,æJ%2'
#45�34Åæ*�¦�¸
¹H56º7KÆJæ8'
>+��9:º,;!<=

)#��³æ;�Åæ�
=>?8æ*YPN�	8³
º�34Åæ*P@À�%4
5�A	BÅæ8³+

����ÇCD�EK�F&
!3*½�GHNIJ�³
º�dk����P'#Ç�
zK�,-ÇLM��ºPæ
NsOºPr��)>

Q����RSTU!"�#
VWXY��H+Z���%
Æ*PzK�,-ÇIJ��
*P[<Jæ*

Q\J]^�é	�å
_z`a]^Ã"-b¢,-
]^Ã,-c,-]^%-�
YP�,-\J�de%f*

Q45H34�de%f	�
¸¹�56�Eß%®
ÃÞ<�RS%2*�8��
gh!�³*Þ<ºç�YP
%i��j@�ghÊÔÕ%
k{i�'�gh!�'lR
���%-�

Q¢mÓ�
Ê�no��fjqÃ-p
qr�st:�umjqÃ-p
�v9��umjqfwxQÃgwÃ
-p
�yz�{�um|jq}wÃ-p
~n��u||jqfwxQÃ}w

Q����RSTU!"�#
���Ã�����%���
������������y
z�{�-���yz�{�
ß�Ã-pÃ~n��xQ
�����Çde'���
\J�*+Ça������
!"�#Ç#�8�H���
�����N[<Jæ*�

Q45�¸¹�de
�����!3	45�ßà
ºåJæ>

Q¢mÓ�
�yz�{���-�{¼�
�-��!�'#X	��y
z�{��ß�%-�YP�
,-���deºåJæ>+
8>�yz�{�!0<#~
n��%�T³*YP�#�
8�²�!�<UV���	
!��t�{%-)>

QÊ�zÊ!3*,-���
de
zK`a]^8J,-c,-
]^ºIJP�*

���UC!,-��º�*
P���P������P[
<Jæ#'8�ë�!�*
º�������TUyk�
,-��º_Y*YPÇÁ�
à��+j� �3�!��
�E��RS�,-��%=
>'#�*���Nç�P�
ùæ*+
A¡F8JmT'#�>��
%��PmT'�ì*��Ç
�K����!mT�H��
Prc���%-�Prº�
*+ !¡#�8��Ç¢£
��¤�º�'K�����
�-�{�¼�%r³*+

j� �Ç�,-��!�
<�����P'#�45º
¥�P�)#�>º����
���Þ<Ò�¦��Hj@
ºÞ<%´§1�=��Ò!
��9:º¨:%©ª'��
%-�YP�!3	45�ß
àºåJæ>+³�ù>�«
¬��=8ìH\J]^!
3	���®�¹��dk\
J�deºåJæ>+

é	����� �k��é	�å SË���P�� ����

����
45PL¯°

����
±§�

����
_Ü�^bc^rstu
vwxSyz{^�}
��¡� CxSyz{^²

���[±§���³´��
��

A¡F!45º�	�,æ%
��µ9�!¡����¡�
"��¡¸¹�º¶IÅæ#
�>

íî3	Dñ%\�8J��
%·å�'#�45Çßà'
>º�½¸ºÇ)=	'�K
�	�²§Nß)>OP�Y
P

A¡Ç58ì-�ºB�Ç
�K�½¸y¹�º*+'#
�*��

�³´º�!3*»¼½¾
º�*

Q����RSTU!"�#
XY��[��¢¿�W!M
�À³´�}Á¡�ºi��
=*+½¾����!��³
*WK��*º±§!��³
*3��Â¡�Ç��º·
jÃ���ÇN�à'Ä��
�Ç��8

Q¢m��ÆÅ'�Ó�
ÆM�Ê��umjqfwÃ-p
y�Ê�umjq|omwÃ-p
�ÇL�homjqfwÃ-p
Ê�no��fjqfwÃ��

Q���]^�é	�å
Èv��ù	�-���Å"
H58ì%-�YP�²5�
^É%-�D8OD�ÊO
DËºÌ�OD"K"KÍ�
'OD�=ÀÎ=ODÏ�!
ÐÑ%Ò�>O
8>�\J]^%ÁÂ³*Y
P�ÓT�ÔÕ�Ö×%-�

Q����RSTU!"�#
���Ã���c���
Ø
��%Ù!��¢£%
®³*YP�Ú���%ÛÅ
<é	�ÑYPº�=>

Q¢m��ÆÅ'
Q���]^�é	�å
½¸[A¡Ò3	½¸ºÇ)
=	P�)>
íî3	DÜv�®F!-=
8'>º�EFPÝ)#½¸
ºÇ)=	'#�*+e��
YPÇ5!6'#ÞF%ß�
'�5àì!�³*á�ºÄ
�O

²§[deºåJæ�y²�
!5º6*3�!�*+â¥
!�³*ãìä<º�=*3
�!�)>+

½å[æ%æ�3�!�	�
çè;<>

���c���!PN��
�õ*+�´µ�6!KÅH
éõÖ²§8J��êë(
�45�ºl{�3�!Æ<
#'8)#�>�����
	������¡¸¹��¡
�"�%lì'#mT'>Y
P!3	�½¸y¹��*+
�L¯°�ºí=_YÅæ#
�>

j� �Ç�A¡F!¶IÅ
æ#�>��%ÆÅ'�ß�
îÎ-p'>YP!3	�½
¸y¹��deºåJæ>

8>�¢m��Ó�Pï-'
#�j@1�´µ8ì!3*
²§�]^H\J]^%-)
>YP�²§H½å�deº
åJæ>

é	����� �k��é	�å SË���P��

資料65



ðÜ�^�c^rstu
vwxSyz{^�}
���� CxSyz{^~�

./!#ñPò@óJ'%Å
æ#�>º�"�ô#�õH
�ö!3*�÷øº��
	+ñ!�³*ùú¨�ûü
c�	+

8>./�Ç�D��ý�!
-ì;þKÀº��!Ú>
*OD�yz!6>��Î0
%Î�æ;ôU!�*ODk
�Ó�º���	'!�æ#
-ìO�¦Y�ù	�r	º
7KåJæ�,�
��ãv
!}}��N�¢m�%mT
³*�P�	�ñÇ��!
�ª'#�>+

ÅJ!j@3	D�!>�O
P����Þ<º�	�vw
xS!Xì*½å*+!�
<��/å��½¸�¸Äi
Å����k�ë=�k�Ë
=��Åº����)>+

QØ
��[�øc���
����\J���3���
�.�j@�k�Ë=��Å
!"�#�XY��%Æ*P
,-�=��P���ºå
"8J��

Q¢m�ÆÅ'�Ó�
¢m��ß�Ã-p�¡��
	����¯°��¡ì�æ
���¡�������¦�

Q���\J]^�é	�å
\J]^�ÁÂ���% �
�!�"����!3*#$
%&�"-b¢,-�,-c
,-!3*,-]^�³*Y
P!3	�¨d\J��'%
�(³
v-�SËc%�'³*YP
!3	xSÊÔÕ�k)*%
�(³
j@�Y�ù	Hr	1��
�
ÎxS�de

Q¢m��Ó�
+,ðÁª8ì#¢m�%}
}��Ãã��!ßà

Q\J]^�ø�
-.��T'yõ/Ëº�=
����8J�,-c�T'
,-]^ºIJP�)>

Q½å��'
Ê�zÊ1Èv0�'�9:
º3K�	çèºåJæ*

Q�����de
����´Ë��/å�ºß
à'>

Qkl�01
klßà!3*�1�12E
ßº,-���de!"�
º)>
�h}ogpqÃ33ogpq�

¢mÓ�����\J]^�
é	�å%-)>YP��½
åde����´Ë�ßà�
klßà�,-��deºå
Jæ>+

�Ç��.�¨d\J�4
a%�5P'#�\J]^1
�0��j@�¸¹Hr	1
������t�{%��'
#-�Prº�*+

8>6��% %-��78
'�8)> (!��% 
®³*P��R9!�)P
	�6��% %:Ü³*Y
P��j@�z �¨:!©
ª'>��%��'¨d\J
�;L%Æ<*+

é	����� �k��é	�å SË���P�� ����

����
ç=mT

1

資料66



2

→

3

資料67



4

5

資料68



15 
6

7

資料69



8

9

資料70



10

�

�

�

�

11

資料71



25 3

資料72



n=65,802

0.5%

n=65,802

3.1% 3.1%��� 6.9%

17.4% 25.4% 28.0% 17.2% 11.1%

a
10.2%

b
22.1% a 28.2% b����

12.1% 14.3%

n=7,408

22 3 )

25 3 )
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n= 206 443 147�� 96��GH168�� 155
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7,282  
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    2013.11.1

40  
64

65  
74 75

69.3% 68.2% 73.7% 68.7%

7.0% 3.4% 3.3% 7.7%

5.0% 4.5% 2.1% 5.4%

0.5% 0.0% 0.3% 0.6%

1.7% 2.3% 0.6% 1.8%

5.0% 2.3% 0.3% 5.7%

1.8% 3.4% 2.7% 1.6%

8.3% 14.8% 13.6% 7.3%

1.4% 1.1% 3.3% 1.1%
3 

    2013.11.1

2

73.0% 94.8% 93.2% 83.0% 69.7% 57.6% 41.3% 27.0%

4.5% 0.0% 0.0% 1.6% 5.7% 9.8% 15.9% 23.4%

4.1% 0.0% 0.0% 1.6% 6.1% 9.5% 11.6% 9.6%

0.4% 0.0% 0.3% 0.0% 0.2% 0.8% 1.2% 2.1%

0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 2.1% 2.5% 2.8% 3.3%

4.0% 2.7% 1.9% 5.2% 5.9% 5.8% 7.3% 6.3%

1.9% 0.2% 0.3% 0.5% 0.4% 1.8% 2.4% 9.3%

10.9% 1.7% 3.8% 5.3% 8.2% 10.3% 14.7% 18.0%

1.3% 0.5% 0.5% 1.3% 1.7% 2.0% 2.8% 0.9%

4 
資料92



 
81.8

1 17

2 16

3 15

4 3

5 5

38

11

5

1

1

21

23

12

5 

6 
資料93



7 

8 
資料94



25  
 
 
 

I 1 2
U 1 S 1

U 2 1
O 1  1

K 1 1
K 1 1

T 3 11
K 1 T 4
KC 2 N 9

K 1 H 1
K 1 Y 2

1 YS 3
KS 1 YK 2

23  
9 

 
25 9

 

1 2 1 2 3 4 5

40 64 0 0 0 0 0 0 0 0

65 74 0 0 0 0 2 1 1 4

75 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 2 1 1 4

73 3
69 5
65 3
73 3

10 
資料95



  

 

 

b 

 

 

 

 

 

 

11 

 
 

 
66  

33  
4  

1 4
1  

 

12 
資料96



 
71 42 59.2  

  

13 

 

 

 

14 
資料97



 

 

15 

 

 

16 
資料98



 

 
 

 

 

 
  

 

 
 
 
 

 
 

 

(
) 

+

 

  

 

17 

 

 
 

 

 
→  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

18 
資料99



 
1.  
2.  
3.  
4.  

 

 
1.  
2.  
3.  
4.  19 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3  

20 
資料100



 
 

 
 

 
 

 

21 

•
•
•

 

  
22 
資料101



•

•

•

  
23 

•
•

•

  
24 

資料102



•
•
•

 

  
25 

•

•

  
26 
資料103



•
•

  
27 

•
•

•

 

  28 
資料104



 

  
29 

•
•

•

•

 

  30 
資料105



 

  31 

•

DLB  
•

 
•  
 

  32 
資料106



資料107



資料108



 
( ) 

資料109



 

 

24  
 

1 

 
70   

�
 

� WEB  

�

 

�  
�  

 
 

  
           

 

 

 
 

 

 

 

2 
資料110



 
70   

�  
�  
�  

 
�

 

��

 

 
 

( )  

 
 

 
3 3  

 
( )  

 
 

 

 

3 

 
  

� BPSD  
�

 

� BPSD

 

� BPSD  
�  

  
  

 
BPSD  

BPSD  
 

 
 

 
 

 

BPSD
 

4 
資料111



 

 

 

 

 

 
 

 
 

5 

 
 

資料112



 

 �

�

�

 
 

�

�

�

資料113



�
�

�

�

�
�

�

� � �

� �
�
�
�

�

�

� �

資料114



***
***

***
***

***

***
***

***

***
***

***

資料115



[1129 ]

[160 ]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[4829 ]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

***

n.s.

***

***

***

n.s

**

*

*** [3540 ]

[1289 ]

資料116



0% 20% 40% 60% 80% 100%

[4829 ]

�

�

0% 20% 40% 60% 80% 100%

**

***

***

***

***

***

***

***

***

**

�

***

資料117



�

***

�

�

�

�

資料118



資料119



�

   
   
   

 

   

�

�

資料120



***

χ

資料121



�

�

�

*=5% **=1% ***=0.1%(  

�

*=5% **=1% ***=0.1%(  

***

資料122



*=5% **=1% ***=0.1%(  

***

�

�
 

�
 � � � � � � � � � � 

資料123



� � � � � � � 

�
 

�
 

�
 

�
 

資料124



資料125



 

 

資料126


	0521報告書（本編のみ）白紙入り
	精神科報告書本編印刷用（1+2章0520，3章0430）
	まとめ図表ver3 9（45-）

	資料編0521
	資料編用中表紙.pdf
	第1回2up
	第2回2up
	第3回2up
	第4回2up

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




